
細　

井　

雄　

介

リ
ー
グ
ル
著
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』（
七
）

│
附
載
「
郷
民
芸
術
・
家
内
仕
事
・
家
内
工
業
」
三　

完
│
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Riegl’s Altorientalische Teppiche（continued）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Altorientalische Teppiche（1891）is the fi rst book of the art historian Alois Riegl（1858-
1905） and highly signifi cant in the development of his whole activities.  Furthermore, 
it is regarded as the starting point of theoretically exact studies in Teppich in general.  
So, in the former issue（Vol. 123, July 2014）of this periodical, I introduced the 
Vorwort and Einleitung of the book with a chronological survey of Teppich-studies in 
the 1970s. Then, in the next issues（Vol. 126, December 2015）the fi rst chapter, Der 
gewirkte Teppich, （Vol. 127, June 2016 ; Vol. 128, January 2017）the second chapter, 
Der Knüpfteppich, （Vol. 129, June 2017） the third chapter, Susandschird, and（Vol. 
130, January 2018）the fi rst half of the fourth chapter.
　Now, with great respect for the content of the book, I continue my same work on 
the latter half of the chapter Ⅳ, Der Knüpfteppich im Verhältnis zur altorientalischen 
Kunst, with an auxiliary part of another book. As before, in order not to miss any 
detail I have translated the whole of this chapter into Japanese here.
　The original text is as follows:
Alois Riegl, Der Knüpfteppich im Verhältnis zur altorientalischen Kunst. in: 
Altorientalische Teppiche.
　　Mäander Kunstverlag 1979（Nachdruck der Ausgabe 1891）S. 147-171. 
Alois Riegl,［（chapter）Ⅲ］in: Volkskunst, Hausfl eiß und Hausindustrie. 
　　Mäander Kunstverlag 1978（Nachdruck der Ausgabe 1894）S. 54-87.
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本
稿
の
目
的
は
後
段
に
置
く
二
論
考
の
翻
訳
紹
介
に
あ
る
。
芸
術
研
究
と
歴
史
と
の
相
関
を
思
い
、
美
術
史
家
リ
ー
グ
ル
（A

lois 

Riegl, 1858-1905

）
の
洞
察
を
重
ん
じ
て
著
書
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』
の
理
解
に
努
め
て
き
た
が
、今
回
も
同
じ
作
業
の
続
行
で
あ
り
、

第
四
章
の
後
半
部
分
を
こ
こ
に
移
し
て
同
章
全
文
の
紹
介
は
果
し
、
併
せ
て
考
察
の
根
柢
に
あ
る
経
済
史
発
展
理
解
の
原
理
的
洞
見
を

述
べ
た
小
冊
子
の
紹
介
を
も
完
済
す
る
。

　

足
で
踏
む
敷
物
な
が
ら
「
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
」
は
豪
奢
華
麗
な
魔
法
の
品
と
し
て
垂
涎
の
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
の
特
異
性
に
迫

ろ
う
と
し
て
も
前
史
に
つ
い
て
は
残
存
絨
毯
の
遺
品
が
な
い
。そ
こ
で
絨
毯
全
般
の
技
法
お
よ
び
産
地
の
大
観
を
了
え
た
リ
ー
グ
ル
は
、

平
面
の
飾
粧
な
る
一
特
性
に
着
目
し
て
、
同
じ
様
式
的
特
性
を
見
せ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
諸
他
技
芸
の
遺
例
か
ら
、
目
の
前
に
は
現
存

せ
ぬ
絨
毯
の
姿
を
類
推
し
よ
う
と
努
め
る
。
前
史
把
握
に
あ
た
り
参
照
す
べ
き
仮
説
と
し
て
は
二
つ
あ
っ
た
が
、
一
つ
は
ア
ッ
シ
リ
ア

-

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
を
思
う
仮
説
で
あ
る
。
こ
の
国
土
の
歴
史
に
特
異
な
豪
華
絨
毯
制
作
の
条
件
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
論
証
し
た

の
が
本
考
第
四
章
前
半
部
分
で
あ
る
。

　

他
の
一
つ
は
イ
ス
ラ
ム
教
成
立
後
に
大
き
く
急
速
に
発
展
す
る
サ
ラ
セ
ン
を
思
う
仮
説
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
し
て
同
様
に
退
け
る

の
が
今
回
の
第
四
章
後
半
部
分
で
あ
る
。

　

だ
が
装
飾
文
様
の
実
態
考
察
だ
け
で
は
論
証
が
危
う
い
、
と
思
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
リ
ー
グ
ル
は
、
豪
奢
絨
毯
現

存
時
の
形
容
語
ス
サ
ン
﹇
ト
﹈
シ
ル
ト
（
本
考
第
三
章　

本
論
叢
第
百
二
十
九
集
参
照
）
を
ふ
た
た
び
取
上
げ
て
批
判
的
に
考
察
し
、
右
の

サ
ラ
セ
ン
説
を
拒
斥
す
る
立
場
は
揺
が
な
い
と
結
ぶ
。
こ
う
し
て
移
る
先
が
掉
尾
の
第
五
章
「
西
洋
に
お
け
る
添そ

え

毛げ

手
結
び
絨
毯
」
で

あ
り
、
豪
華
絨
毯
の
制
作
が
オ
リ
エ
ン
ト
に
限
ら
れ
た
こ
と
の
確
認
と
、
そ
の
原
因
の
探
究
で
あ
る
。

　

一
八
八
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
卒
業
の
リ
ー
グ
ル
は
一
八
八
六
年
帝
室
博
物
館
に
入
り
、
十
年
余
を
織
布
部
門
の
学
芸
員
と
し
て
過

す
。
初
期
の
双
璧
と
称
え
ら
れ
る
の
が
本
稿
の
『
絨
毯
論
』（
一
八
九
一
年
）
と
『
美
術
様
式
論
』（
一
八
九
三
年
）
の
両
書
だ
が
、
著
作
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目
録
を
見
れ
ば
他
に
も
絶
え
間
な
く
本
務
の
、
織
布
関
係
各
種
の
展
示
や
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
こ
の
謹
直
精

励
な
活
動
を
一
貫
し
て
支
え
る
の
が
日
々
に
内
実
の
育
つ
、
い
わ
ゆ
る
民
芸
に
つ
い
て
の
理
論
的
洞
見
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
が
小
冊
子
の
体
を
成
し
た
の
は
一
八
九
四
年
で
あ
る
。
末
尾
の
提
議
に
は
十
年
後
の
最
晩
年
に
文
化
財
保
護
政
策
に
打
込
む
リ
ー

グ
ル
最
後
の
姿
が
直
結
す
る
。

　

こ
の
小
冊
子
は
一
九
七
八
年
に
復
刻
さ
れ
、
こ
の
と
き
短
文
の
後
書
が
添
え
ら
れ
た
。
筆
者
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
生
れ
ザ
ル
ツ
ブ

ル
ク
で
歿
し
た
ド
イ
ツ
人
社
会
学
者
ラ
ッ
セ
ム
（M

oham
m
ed H

assan Rassem
, 1922-2000

）、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
エ
リ
ア
ー
デ
（M

ircea 

Eliade, 1907-1986

）
の
書
を
初
め
て
ド
イ
ツ
語
（D

ie Religionen und das H
eilige

）
に
移
し
た
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。

今
回
の
小
冊
子
翻
訳
完
済
に
あ
た
り
、
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
中
正
な
リ
ー
グ
ル
評
価
と
捉
え

て
、
こ
の
ラ
ッ
セ
ム
の
評
語
を
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　

今
回
翻
訳
二
篇
の
底
本
は
そ
れ
ぞ
れ
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

A
lois Riegl, A

ltorientalische T
eppiche. Leipzig 1891. N

achdruck

（M
äander K

unstverlag. M
ittenw

ald 1979

）. Ⅳ
. D
er 

K
nüpfteppich im

 V
erhältnis zur altorientalischen K

unst. S. 147-171.

　

A
lois Riegl, V

olkskunst, H
ausfleiß und H

ausindustrie. Berlin 1894. N
achdruck

（M
äander K

unstverlag. M
ittenw

ald 

1978

）. Ⅲ
. S. 54-87.



9

リーグル著『オリエント古絨毯』（七）　─附載「郷民芸術・家内仕事・家内工業」三　完─
　
「
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ロ
イ
ス
・
リ
ー
グ
ル

　
　

四　
　

オ
リ
エ
ン
ト
古
芸
術
と
の
関
係
に
お
け
る
添
毛
手
結
び
絨
毯
（
承
前
）

　

サ
サ
ン
朝
の
国
民
的
（national

）
王
家
が
崩
壊
し
た
後
の
ペ
ル
シ
ア
芸
術
続
行

0

0

0

0

0

0

0

0

過
程
を
幾
ら
か
で
も
精
確
に
追
う
こ
と
は
、
残
念
な

が
ら
今
日
の
手
立
て
で
は
可
能
で
な
い
。﹇
次
代
﹈
ア
ッ
バ
ス
朝
教カ

リ
フ主

の
居
住
地
で
あ
っ
た
バ
グ
ダ
ー
ド
の
贅
沢
な
構
築
上
の
富
財
に

つ
い
て
も
、
御
覧
の
通
り
、
重
要
な
も
の
は
何
ひ
と
つ
残
っ
て
い
な
い（
＊
）。
年
代
が
信
用
で
き
る
記
念
物
を
ふ
た
た
び
引
合
い
に
出

せ
る
に
は
、
さ
ら
に
新
し
い
時
代
に
ま
で
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

 （
＊
）
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
（
前
出　

Jam
es Fergusson, A

 H
istory of A

rchitecture

）
は
よ
う
や
く
十
三
世
紀
に
再
度
ペ
ル
シ
ア
芸
術
を
歴
史

的
に
考
察
す
る
糸
口
を
取
出
せ
た
が
、
こ
の
と
き
で
も
決
し
て
満
足
で
き
る
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
がJane D

ieulafoy

（La 

Perse, la Chaldée et la Susiane

）
は
一
群
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
を
八
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
の
も
の
と
す
る
―
―
こ
の
書
は
私
の
手
に
入
ら
な
い

ま
ま
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
以
降
の
ペ
ル
シ
ア
建
造
物
平
面
装
飾
を
コ
ス
ト
本
（
前
出 Pascal- X

avier Coste, M
onum

ents m
odernes de la Perse. 

こ
と

にM
oschee des Schah A

bbas, fig. 10-13

）
で
注
視
す
る
と
、
こ
こ
で
は
、
サ
ラ
セ
ン
風
と
言
わ
れ
る
様
式
化
が
細
部
の
大
方
に
見
ら

れ
て
も
、
依
然
と
し
て
後
期
古
代
（späte A

ntike

）
の
精
神
を
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
無
論
こ
の
新
ペ
ル
シ
ア
の
壁
面
化
粧
張
り

を
施
す
独
得
の
技
術

0

0

（T
echnik

技
法
）
す
な
わ
ち
比
類
な
い
青
地
の
フ
ァ
ヤ
ン
ス

0

0

0

0

0

（em
aillierte Fayenceplatte 

彩
釉
タ
イ
ル
）
は
、
起

源
は
直じ

か

に
カ
ル
デ
ア
﹇
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
南
部
﹈-

ア
ッ
シ
リ
ア
（chaldäisch- assyrisch
）
芸
術
に
遡
る
。
丁
度
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
の
添
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毛
手
結
び
技
術
で
も
、
著
し
い
記
念
碑
的
証
拠
物
件
は
挙
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
躊た

め
ら躇
う
こ
と
な
し
に
年
代
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
化

の
時
代
へ
遡
ら
せ
て
き
た
の
と
同
様
に
で
あ
る
。
だ
が
技
術
は
と
も
か
く
、
時
が
経
て
ば
加
飾
形
式

0

0

0

0

（V
erzierungsform

﹇en

﹈）
は

や
は
り
根
本
的
に
変
化
す
る
。
ホ
ル
サ
バ
ー
ド
（K

horsabad　

古
都
ニ
ネ
ヴ
ェ
の
北
方
）
出
土
ア
ッ
シ
リ
ア
の
釉ゆ

う

瓦が-

壁
面
装
飾

（Em
ailziegel- W

andverkleidung

﹇en

﹈）
を
成
す
帯
状
動
物
文
（T

ierfries

）
と
円ロ

ゼ
ッ
ト
・
リ
ボ
ン

花
綵
（Rosettenband

）
を
思
浮
べ
、
こ
れ
を
新
ペ
ル

シ
ア
回モ

ス

ク

教
寺
院
の
壁
面
飾
粧
と
見
比
べ
て
い
た
だ
き
た
い
―
―
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
花
瓶
か
ら
伸
び
出
て
、
い
つ
で
も
相
称
形
に
平
面
を

覆
う
花
蔓
の
繊
細
な
線
の
戯
れ
で
あ
り
、
な
か
に
巻
波
の
蔓
（W

ellenranke

）
走
狗
文
（laufender H

und

）（
前
出Coste, fig. 68

）
や
幾

何
学
的
模
様
（
隅
で
斜
め
に
置
か
れ
て
二
点
ご
と
に
代
る
正
方
形
）
あ
り
の
外そ

と
べ
り縁

装
飾
文
様
（Saum

ornam
ent

）
で
あ
る
。
ま
た
生
気
あ
る
自

然
を
呈
示
し
た
い
気
持
に
比
較
的
自
由
に
従
っ
て
よ
い
世
俗
用
建
造
物
で
は
、
蔓
草
内
に
鳥
す
ら
が
ば
ら
撒
か
れ
た
果
物
鉢
も
あ
る

（Coste, fig. 44

）。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
何
ら
疑
い
な
く
新
ペ
ル
シ
ア
装
飾
文
様
法
の
前
段
た
る
後
期
古
代
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
見
る
と
、
本
書
図
版
第
一
三
図
第
一
四
図
の
絨
毯
の
内
容
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
狩
猟
場
面
と
縁ふ

ち

取
り
（Bordüre

）
内
の
有
翼

若
衆
と
を
除
け
ば
、
花
綵づ

な

に
ば
ら
撒
か
れ
た
鳥
も
、
縁
取
り
の
内
が
わ
外そ

と
べ
り縁
の
獅
子
面
も
、
と
も
ど
も
後
期
古
代
か
ら
伝
承
さ
れ
た
要

素
の
圏
内
に
算
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
じ
こ
と
は
パ
ル
メ
ッ
ト
風
の
花
に
つ
い
て
も
劣
ら
ず
当
嵌
る
が
、
こ
の
花
の
比
較
的
早
い
発
展
段
階
は
例
え
ば
十
三
世
紀
の
木
彫

（
本
書
第
三
一
図
第
三
二
図
│A

chille Constant Prisse d

’Avennes, 1807-1879. L

’Art arabe. Paris 1877. fig. 84

を
移
す
。
こ
の
木
製
浮
彫
に
つ
い

て
は
後
段
で
詳
し
く
扱
う
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
の
意モ

テ
ィ
ー
フ匠
の
派
生
史
は
、
こ
れ
だ
け
で
一
箇
の
専
門
的
研
究
を
要
す
る
で
あ
ろ
う

ゆ
え
、
こ
こ
で
は
試
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
出
土
品
で
頻
繁
に
繰
返
さ
れ
る
模
様
化
さ
れ
た
葉
も
、
あ
る
い
は
同
じ
発
展

系
列
に
属
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
確
実
な
解
明
は
、
オ
リ
エ
ン
ト-

後
期
古
代
お
よ
び
初
期
サ
ラ
セ
ン
の
装
飾

文
様
法
を
扱
う（
今
日
ま
で
は
皆
無
の
）特
殊
研
究
が
は
じ
め
て
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
と
に
か
く
パ
ル
メ
ッ
ト
風
の
花
の
、
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比
較
的
新
し
い
ペ
ル
シ
ア
芸
術
で
出
合
う
類
の
典
型
的
様
式
化
に
は
、
中
世
に
お
け
る
サ
ラ
セ
ン
の
様
式
化
続
行
を
見
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
す
で
に
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
向
後
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
装
飾
文
様
法
の
由
来
を
説
く
た
め
に
立
て
ら
れ
た

第
二
の
仮
説
す
な
わ
ち
サ
ラ
セ
ン
説

0

0

0

0

0

を
も
調
べ
る
の
が
得
策
で
あ
ろ
う
。

　
﹇
二
│
一
は
本
論
叢
第
百
三
十
集
一
〇
頁
﹈
中
世
ば
か
り
か
近
世
で
も
な
お
歴
然
と
回

モ
ハ
メ
ッ
ド教
的
オ
リ
エ
ン
ト
が
織
布
芸
術
史
に
占
め
て
き
た

意
義
は
否
定
で
き
ず
、
こ
こ
か
ら
必
然
的
に
生
れ
た
の
が
、
イ
ス
ラ
ム
運
動
の
出
所
た
る
民
族
に
は
同
時
に
オ
リ
エ
ン
ト
織
布
装
飾
文

様
法
の
起
源
を
も
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
信
念
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
絨
毯
は
、
真
似
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
で
は
一
度
と
し

て
後
に
残
る
成
果
な
し
と
見
え
る
し
、
た
ん
に
技
術
的
制
作
面
ば
か
り
か
、
と
り
わ
け
飾
粧
的
内
容
面
で
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も

真
に
ア
ラ
ブ
﹇
ア
ラ
ビ
ア
﹈
的
な
特
産
品
と
見
做
す
べ
き
も
の
と
思
込
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
織
布
表
面
の
装
飾
文
様
法
は
オ
リ
エ
ン
ト

芸
術
の
性
格
全
体
を
も
最
も
決
定
的
に
規
定
す
る
事
柄
ゆ
え
に
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
装
飾
文
様
法
は
総
じ
て
ア
ラ
ブ
を
起
源
に
す
る
と
思

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
気
付
か
れ
て
す
で
に
永
く
に
な
る
が
、
建
築
に
現
れ
た
限
り
、
い
わ
ゆ
る
ア
ラ
ビ
ア
的
装
飾
文
様
法
を
イ
ス
ラ
ム
の
世
界
支

配
最
初
の
世
紀
に
帰
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
ウ
マ
イ
ア
朝
﹇O

m
aijade

﹇n

﹈

紀
元
六
六
一
│
七
五
〇
年
。
首
都
ダ
マ
ス
ク
ス
﹈
最
初
期
教カ

リ
フ主
た
ち
の
構
築
活
動
は
、
征
服
者
で
あ
り
な
が
ら
服
属
せ
る
諸
民
族
の
芸
術
活

動
へ
の
完
全
な
依
存
を
証
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
、
時
折
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
皇
帝
の
宮
廷
か
ら
す
ら
芸
術
家
の
助
力
を

仰
い
で
い
た
。
ウ
マ
イ
ア
朝
時
代
の
作
で
シ
リ
ア
に
い
ま
も
保
存
さ
れ
て
い
る
建
造
物
は
、
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
的
古
代
へ

の
依
拠
と
い
う
、
す
で
に
記
録
文
書
で
証
明
済
み
の
事
柄
を
完
全
に
証
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
悟
っ
た
結
果
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
の
ベ
ド
ウ
ィ
ン
族
が
歴
史
に
登
場
し
た
際
の
貧
し
い
性
格
も
ま
た
次
第
に
意
識
さ

れ
た
―
―
モ
ハ
メ
ッ
ド
の
同
時
代
人
や
預
言
者
自
身
の
住
ん
で
い
た
粘
土
の
小
屋
で
あ
り
、
富
裕
な
シ
リ
ア
人
居
住
地
へ
の
計
画
的
略
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奪
行
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
何
時
で
も
何
処
で
も
低
度
文
化
の
印
で
あ
り
、
当
の
文
化
の
担
い
手
は
洗
練
さ
れ
た
文
化
の
魅
惑
的
財
宝

が
欲
し
く
て
堪
ら
ず
、
手
に
入
れ
た
い
と
最
も
簡
便
性
急
な
方
途
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
世
界
征
服
行
旅
開
始
時
に
お
け

る
ア
ラ
ブ
人
の
高
度
文
化
能
力
を
思
う
の
は
や
め
に
し
て
、
代
り
に
一
層
粘
り
強
く
、
織
布
の
原
ア
ラ
ブ

0

0

0

0

0

0

0

﹇
ア
ラ
ビ
ア
﹈
的
技
芸
お
よ

0

0

0

0

0

び
装
飾
文
様
法

0

0

0

0

0

0

（urarabische T
extilkunst und T

extilornam
entik

）
な
る
公
理
（A

xiom

）
を
保
持
し
た
。

　

こ
の
公
理
を
確
か
に
多
く
の
こ
と
も
擁
護
す
る
か
と
見
え
る
。
遊
牧
民
化
す
る
ベ
ド
ウ
ィ
ン
族
に
石
造
建
築
の
知
識
は
な
い
と
否
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
同
じ
こ
と
が
織
布
技
芸
に
つ
い
て
も
言
え
る
と
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
ど
こ
ろ
か
今
日
な
お
ト
ル

ク
メ
ン
の
遊
牧
民
が
、
ま
さ
し
く
独
得
の
生
活
様
式
そ
の
ま
ま
で
絨
毯
制
作
の
姿
を
見
せ
て
い
る
し
、
ま
た
解
体
を
迫
る
西
方
の
影
響

に
は
、
小
ア
ジ
ア
や
ペ
ル
シ
ア
の
半
工
業
的
操
業
地
よ
り
も
一
層
厳
し
く
伝
来
の
手
法
に
固
執
す
る
こ
と
で
、
一
層
粘
り
強
く
抵
抗
し

て
い
る
の
が
見
え
る
。
確
定
せ
る
芸
術
史
的
事
実
と
し
て
は
今
日
で
も
か
な
り
一
般
的
に
以
下
の
ご
と
く
言
え
る
の
で
あ
る
―
―
中
世

の
イ
ス
ラ
ム
民
族
に
共
通
の
サ
ラ
セ
ン
芸
術
は
、
な
か
で
も
幾
何
学
的
な
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
特
有
の
織
布
装
飾
文
様
か
ら

出
た
と
し
て
よ
く
、
こ
の
装
飾
文
様
法
は
ヘ
ジ
ラ
以
降
最
初
一
世
紀
の
流
れ
で
、
徐
々
に
技
芸
的
処
理
可
能
な
調
度
の
品
々
全
体
か
ら
、

つ
い
に
建
築
に
ま
で
も
行
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
教
説
は
よ
く
納
得
で
き
る
と
一
般
に
思
わ
れ
る
に
違
い
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
見
え
る
限
り
で
は
今
日
ま
で
、
こ
れ
を
詳
し
く
調
べ

る
正
し
い
努
力
は
全
く
払
わ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
吟
味
の
前
提
条
件
、
す
な
わ
ち
明
る
み
に
出
て
い
る
サ
ラ
セ
ン

芸
術
最
古
の
遺
例
の
批
判
的
な
処
理
や
確
定
に
つ
い
て
も
、
今
日
な
お
事
情
は
き
わ
め
て
劣
悪
な
の
で
あ
る
。
当
の
織
布
技
芸
と
言
わ

れ
る
も
の
を
携
え
て
ア
ラ
ブ
人
が
、
高
度
に
発
展
せ
る
技
芸
操
作
（
少
く
と
も
織
布
技
芸
の
領
域
で
は
然
ら
ず
と
す
る
か
）
を
所
有
す
る
諸
地

方
へ
と
到
来
し
た
際
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
全
く
顧
慮
す
る
に
及
ば
な
い
と
信
じ
ら
れ
た
。
手
仕
事
（H

andw
erk

﹇e

﹈）
は
ヘ
ジ
ラ
以

降
な
お
何
百
年
に
も
わ
た
り
確
実
に
キ
リ
ス
ト
者
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
手
に
あ
っ
た
し
、
織
り
手
は
軽
蔑
さ
れ
る
職
人
階
級
に
算
え
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ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（A

lfred von K
rem
er, 1828-1889. K

ulturgeschichte des O
rients unter den Chalifen.

﹇2 V
ols. 1875-1877

﹈Ⅱ
. 

S. 184ff.

）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
許
さ
れ
も
し
よ
う
と
、
こ
と
に
エ
ジ
プ
ト
と
ペ
ル
シ
ア（
＊
）
な
る
特
定
地
方
で
の
影

響
は
折
々
に
認
め
て
も
よ
い
と
最
大
限
に
譲
歩
し
つ
つ
も
、
や
は
り
主
要
第
一
位
に
置
く
の
は
あ
く
ま
で
ア
ラ
ビ
ア
の
装
飾
文
様
法
で

あ
っ
た
。

　

 （
＊
）
わ
け
て
も
、
サ
ラ
セ
ン
芸
術
を
語
る
既
刊
書
の
な
か
で
最
も
徹
底
的
な
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
の
書
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
―
―

Stanley Lane Poole, 1854-1931. T
he A

rt of the Saracens in Egypt. London, Chapm
an &

 H
all, 1886.

　

だ
が
こ
こ
は
、
き
わ
め
て
多
面
的
で
光
も
通
さ
な
い
論
争
点
に
深
く
立
入
る
場
所
で
な
く
、
い
わ
ん
や
完
全
な
決
着
を
付
け
る
場
所

で
な
い
し
、
ま
た
オ
リ
エ
ン
ト
学
者
な
ら
ぬ
筆
者
に
は
、
問
題
の
最
終
的
解
決
に
求
め
ら
れ
る
、
東
洋
文
献
の
批
判
的
知
見
も
意
の
ま

ま
に
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
九
世
紀
に
出
た
、
年
代
が
完
全
に
確
実
で
今
日
な
お
保
存
の
よ
い
一
建
造
物
を
注
意
深
く
観
察
す
れ
ば
、

サ
ラ
セ
ン
装
飾
文
様
法
の
ア
ラ
ビ
ア
起
源
と
い
う
理
論
に
、
内
的
根
拠
が
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。

　

芸
術
史
で
最
も
名
高
い
遺
例
の
ひ
と
つ
は
カ
イ
ロ
の
二
年
か
け
て
紀
元
八
七
八
年
に
完
成
せ
る
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の

回モ

ス

ク

教
寺
院
（M

oschee des 

﹇A
hm
ad

﹈ Ibn- T
ulun 

﹇
在
位
八
六
八
│
八
八
三
年
﹈）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、El- M

akrizi

に
信
頼
で
き

る
情
報
が
あ
っ
て
、
他
の
人
々
同
様
に
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
も
活
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（Stanley Lane Poole, T

he A
rt of the Sara-

cens in Egypt. p. 53ff.

）。
ほ
か
で
は
プ
リ
ス
・
ダ
ヴ
ェ
ン
ヌ
の
図
版
に
よ
っ
て
、
同
寺
院
で
明
る
み
に
出
る
装
飾
文
様
の
詳
し
い
知
識

が
得
ら
れ
る
（A

chille Constant Prisse d

’Avennes, L

’Art arabe d
’apres les m

onum
ents du K

aire. fig. 44.

）。

　

わ
け
て
も
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、建
築
家
が
コ
プ
ト
人（ein K

opte
）で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヘ
ジ
ラ﹇
西

暦
六
二
二
年
の
聖
遷
﹈
二
百
五
十
年
後
エ
ジ
プ
ト
人
統
括
の
回

モ
ハ
メ
ッ
ド教
徒
支
配
者
が
建
造
な
る
課
題
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
依
然
と
し
て
異

教
者
つ
ま
り
非
ア
ラ
ブ
人
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
が
な
お
従
う
単
純
に
し
て
無
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技
巧
の
建
設
で
は
、
構
築
面
で
際
立
つ
活
動
は
な
か
っ
た
し
、
建
物
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
前
景
に
立
つ
興
味
の
的
は
装
飾
文
様
法
で
あ

る
。
こ
の
建
造
物
が
わ
れ
わ
れ
に
と
り
わ
け
異
国
風
と
見
え
る
の
は
全
体
に
一
貫
せ
る
尖
頭
迫ア

ー
チ持
（
オ
ジ
ー
ヴ ogive

）
の
使
用
だ
が
、

九
世
紀
の
西
洋
で
は
ま
だ
ど
こ
に
も
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
―
―
こ
れ
は
種
別
的
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
意モ

テ
ィ
ー
フ匠
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ほ
と

ん
ど
誰
に
し
て
も
、
尖
頭
迫
持
が
織
布
装
飾
文
様
法
か
ら
出
た
と
は
主
張
し
た
く
な
か
ろ
う
。
こ
れ
の
起
源
は
む
し
ろ
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

人
や
ペ
ル
シ
ア
人
に
あ
る
と
見
て
何
の
疑
い
も
な
い
が
、
こ
う
し
た
地
で
は
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
の
時
代
か
ら
建
物
構
成
上
の
目
的
で
用

い
ら
れ
て
き
た
の
が
尖
頭
迫
持
で
あ
っ
た
（
前
出　

原
文S. 116.　

本
論
叢
第
百
三
十
集
一
五
頁
）。

　

何
ら
充
た
す
べ
き
構
築
上
の
意
義
は
な
か
っ
た
の
に
尖
頭
迫ア

ー
チ持

を
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
で
用
い
た
の
は
、
ど
こ
ま

で
も
後
期
古
代
最
内
奥
の
本
質
に
適
う
た
め
に
で
あ
っ
て
、
西
洋
に
お
い
て
も
東
洋
に
お
い
て
も
後
期
古
代
を
鋭
く
特
徴
付
け
る
と
見

え
る
の
は
、
飾
粧
的
（dekorativ
）
要
素
が
優
勢
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
建
造
物
の
装
飾
文
様
（ornam

ental

）
個
別
部
分
が
以
前
は
保

持
し
て
い
た
構
築
的
有
機
的
意
義
を
続
々
と
無
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
道
で
尖
頭
迫
持
も
ま
た
飾
粧
的
意
義
を
獲
得
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
中
で
尖
頭
迫
持
が
遂
げ
て
き
た
征
服
の
道
は
、
年
代
確
実
な
初
期
中
世-

サ
ラ
セ
ン
の
遺
例
が
欠
け

て
い
る
し
、
芸
術
研
究
の
こ
の
領
域
で
目
下
な
お
支
配
的
な
暗
闇
の
ゆ
え
に
、
精
確
に
は
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
テ
ィ
グ

リ
ス
河
畔
へ
の
教カ

リ
フ主
居
住
地
の
移
転
、
バ
グ
ダ
ー
ド
そ
の
他
ペ
ル
シ
ア-

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
東
部
大
都
市
で
の
建
設
事
業
と
と
も
に
尖
頭

迫
持
の
使
用
が
増
え
、
次
第
に
回

モ
ハ
メ
ッ
ド教
的
世
界
の
西
方
へ
も
移
植
さ
れ
、
使
用
の
さ
い
教カ

リ
フ主
居
住
地
の
例
が
規
範
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

こ
と
も
、
大
い
に
あ
り
得
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
と
い
う
の
も
ヘ
ジ
ラ
﹇
西
紀
六
二
二
年
﹈
の
当
時
、
東
洋
﹇
曙
国
﹈
と
ロ
ー
マ-

ビ
ザ

ン
テ
ィ
ン
的
西
方
と
の
連
関
は
、
な
お
極
め
て
親
密
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
―
―
両
者
間
に
亀
裂
を
も
た
ら
し
て
双
方

の
領
域
が
以
後
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
道
を
行
く
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
の
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
大
征
服
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
芸

術
が
一
直
線
で
初
期
キ
リ
ス
ト
教
的-

後
期
古
代
（altchristlich- spätantik

）
芸
術
か
ら
出
て
い
る
こ
と
は
今
日
ほ
と
ん
ど
疑
え
な
い
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の
で
あ
る
が
、
同
様
わ
れ
わ
れ
は
サ
ラ
セ
ン
芸
術
に
、
小
ア
ジ
ア
お
よ
び
北
ア
フ
リ
カ
の
大
地
に
お
け
る
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ

ン
（spätröm

isch- byzantinisch

）
芸
術
の
自
立
的
続
行
に
他
な
ら
ぬ
も
の
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
具
体
的
事
例
に
即

し
て
説
明
す
る
た
め
に
、
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
に
見
る
漆

ス
ト
ゥ
ッ
コ喰
装
飾
文
様
法
（Stuckornam

entik

）
を
詳
し
く
考
察
し

た
い
。

第三〇図
イブン・トゥールーンの回教寺院の

漆喰装飾文様

第二九図

第二七図

第二八図
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こ
こ
で
関
り
合
う
の
は
（
第
二
七
│
三
〇
図
）
ほ
と
ん
ど
縁ふ

ち

取
り
模
様
（Bordürem
uster

）
だ
け
で
あ
る
。
詳
し
く
見
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
到
る
と
こ
ろ
で
見
分
け
ら
れ
る
の
は
根
柢
に
横
た
わ
る
周
知
の
古
代
の
意モ

テ
ィ
ー
フ想

（
画
因
）
で
あ
る
―
―
波
状
葉
文
（Blattw

elle

）、
パ
ル

メ
ッ
ト
連フ

リ

ー

ズ

続
帯
（Palm

ettenfries

）、
走
狗
文
（laufender H

und

）、
波
状
蔓
草
（W

ellenranke

）、
側
面
ア
カ
ン
サ
ス
葉
（A

kanthusblatt 

im
 Profil

）、
空
間
を
相
称
形
に
埋
め
る
蔓
絡
み
文
（Geschlinge und Geranke

）
で
あ
り
、
さ
ら
に
太
古
の
外
縁ベ

リ

模
様
（Saum

m
uster

）

と
し
て
の
単
純
な
絡
み
帯リ

ボ
ン
（Bandverschlingung

）
に
渦
巻
﹇
雷
文
﹈
風
形
像
（m

äanderartige Gebilde

）
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ら
後
期
古
代
か
ら
出
た
装
飾
文
様
の
す
べ
て
は
、
見
間
違
う
こ
と
断
じ
て
な
い
具
合
に
、
サ
ラ
セ
ン
風
（sarazenisch

）

と
わ
れ
わ
れ
が
呼
慣
わ
し
て
き
た
例
の
独
得
の
性
格
を
具
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
事
例
に
わ
れ
わ
れ
は
、
サ
ラ
セ
ン
的
性
格
が
何
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
作
出
さ
れ
た
と
見
え
る
の
か
、
こ
の
事
由
を

も
明
白
に
察
知
で
き
る
。
す
な
わ
ち
一
貫
せ
る
傾
向
、
後
期
古
代
か
ら
伝
承
し
て
植
物
的
形
体
に
な
お
面
影
さ
ま
ざ
ま
な
諸
要
素
を
、

抽
象
的
に
鍛
錬
し
て
構
成
し
よ
う
と
す
る
傾
向

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（T
endenz zur abstrakten D

urchbildung und A
usgestaltung

）
で
あ
る
。
と
り
わ
け

ア
カ
ン
サ
ス
葉
お
よ
び
葉
形
全
般
に
注
目
す
る
と
よ
い
が
、
い
ず
れ
も
先
行
者
は
エ
ジ
プ
ト
出
土
品
で
極
め
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
模
様
と
前
出
サ
ッ
カ
ー
ラ
（Sakkarah

）
ア
ク
ミ
ー
ム
（A

km
îm

）
の
織
布
出
土
品
と
の
相
似
（A

nalogie

）
は
、
漆
喰
と

織
布
な
る
技
芸
双
つ
の
全
く
相
異
な
る
領
域
お
よ
び
材
料
に
つ
い
て
は
語
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
明
々
白
々
に
違
い
あ
る
ま

い
。
し
か
し
同
時
に
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
と
こ
ろ
は
、
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
の
漆
喰
装
飾
文
様
法
を
考
察
し
て
得
ら

れ
る
決
定
的
な
成
果
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
ア
ラ
ビ
ア
由
来
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
サ
ラ
セ
ン
芸
術
最
初
の
遺
例
に
こ
そ
最
も
純

粋
か
つ
混
じ
り
気
な
し
に
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
性
格
な
の
に
、
当
の
織
布
の
性
格
が
完
全
に
欠
け
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
結
論
で
あ
る
。

小
さ
な
棒
と
か
方
形
ほ
か
相
似
た
元
素
的-

幾
何
学
的
模
様
あ
る
若
干
の
外
縁ベ

リ

（Saum

）
に
だ
け
は
、
エ
ジ
プ
ト
出
土
品
で
も
頻
繁
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に
出
合
う
何
か
原
始
的
平
織
り
（W

ikerei

）
由
来
の
古
い
装
飾
文
様
法
を
追
認
で
き
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
残
余
の
も
の
が
例
外
な
く

担
っ
て
い
る
の
は
、
装
飾
文
様
法
と
言
え
ば
原
則
と
し
て
夥
し
い
仕
方
で
種
々
多
様
な
機
能
（Funktion

﹇en

﹈）
に
引
寄
せ
ら
れ
た
も

の
な
の
に
、
こ
こ
で
は
も
は
や
、
こ
う
し
た
機
能
間
に
何
ら
実
質
的
な
区
別
を
見
な
く
な
っ
た
因
襲
的
（konventionell

）
後
期
古
代
装

飾
文
様
法
の
性
格
で
あ
る
。

　

な
お
ひ
と
つ
の
事
情
を
強
調
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
事
情
が
は
っ
き
り
と
、
イ
ス
ラ
ム
的
オ
リ
エ
ン
ト
で
も
キ
リ
ス
ト
教

的
西
洋
で
も
同
じ
要
素
で
同
じ
課
題
に
立
向
え
ば
、
い
か
に
活
用
の
仕
方
も
帰
結
も
同
じ
に
な
る
か
、
と
具
体
的
に
教
え
て
く
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
る
限
り
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
は
、円
柱
（Säule

﹇n

﹈）
の
代
り
に
基
柱
（Pfeiler; pier 

ピ
ア
）

を
置
い
た
最
初
の
作
例
で
あ
る
。
理
由
は
マ
ク
リ
ツ
ィ
（M

akrizi in : Stanley Lane Poole 

前
掲
書p.54

）
か
ら
知
れ
る
が
、
純
然
た
る

実
務
上
の
理
由
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
古
代
戦
利
品
に
は
す
で
に
不
足
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
西
洋
に
お
い
て
の
ご
と
く

基
柱
（Pfeiler

）
へ
と
手
が
伸
び
て
、
こ
れ
の
角
部
（Ecke

﹇n

﹈）
に
は
、
飾
粧
的
に
生
気
付
け
る
た
め
に
、
ま
た
装
飾
文
様
化
さ
れ
た

分
離
迫
持
（Scheidebogen

）
を
支
え
る
た
め
に
、
半
円
柱
（H

albsäule

﹇n

﹈）
を
差
入
れ
た
。
諸
他
装
飾
文
様
部
分
す
べ
て
と
同
じ
く

漆
喰
で
形
成
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
半
円
形
の
柱
頭
（K

apitäl

＝K
apitell

）
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
柱
頭
と
同
じ
精
神
（Geist

）
か
ら
成
っ
て

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
形
体
は
賽さ

い

形こ
ろ

に
近
付
く
が
、や
や
揺
れ
る
蛇コ

ル
ニ
ス腹
形
（K

arniesschw
ingung

）
と
し
て
古
代
の
花
萼が

く

形
体
（K

elchform

）

を
思
わ
せ
る
し
、
パ
ル
メ
ッ
ト
や
上
方
へ
と
絡
み
伸
び
る
蔓
で
は
、
コ
リ
ン
ト
式
柱
頭
植
物
飾
り
の
想
出
を
固
持
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て
を
述
べ
る
と
、
さ
き
の
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
（Stanley Lane Poole

）
の
ご
と
き
入
念
の
研
究
者
が
、
多
々
言

及
さ
れ
た
回モ

ス

ク

教
寺
院
の
詳
細
な
研
究
の
後
で
も
な
お
従
来
の
芸
術
史
記
述
の
立
場
に
固
執
し
よ
う
と
は
、
そ
し
て
、
こ
の
年
代
確
実
で

サ
ラ
セ
ン
装
飾
文
様
法
最
古
の
遺
例
の
主
要
部
分
は
織
布
に
精
通
す
る
ア
ラ
ブ
人
の
も
の
に
し
た
い
と
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
し
が
た
く

見
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
は
す
で
に
著
書
の
序
文
に
お
い
て
、
自
身
の
見
方
で
も
サ
ラ
セ
ン
芸
術
の
組
成
に
ア
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ラ
ブ
人
が
与
っ
た
と
し
て
よ
い
度
合
は
精
確
に
見
定
め
も
せ
ぬ
ま
ま
、
総
じ
て
ア
ラ
ビ
ア
（arabisch

）
芸
術
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
は

退
け
つ
つ
、
な
お
特
殊
な
こ
と
と
し
て
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
の
漆
喰
装
飾
文
様
法
（p. 90

）
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
、

ア
ラ
ビ
ア
（arabisch

）
の
語
に
は
触
れ
て
も
い
な
い
。
こ
こ
で
は
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
は
著
書M

odern Egyptians

（5. edition

）
の

A
ppendix

に
附
せ
ら
れ
た
父
君
（E. Stanley Poole

）
の
判
断
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
父
君
は
み
ご
と
に
正
し
く
、

当
面
の
装
飾
文
様
群
で
はscroll- w

ork

（
渦
巻
模
様
）、
す
な
わ
ち
植
物
の
蔓
草
文
様
が
問
題
で
あ
る
と
見
抜
き
、「
可
能
な
こ
と
と
し

て
（m

öglicherw
eise

）」
こ
の
文
様
の
起
源
を
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
へ
と
遡
ら
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
装
飾
文
様
法
の
奇
妙
に
不
完
全
な
性
格

に
も
父
君
は
反
対
し
な
い
。
こ
の
不
完
全
な
性
格
は
、
当
の
文
様
法
が
ま
だ
後
代
サ
ラ
セ
ン
芸
術
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
ほ
ど
完
全
に
は
抽
象

化
を
遂
げ
て
い
な
い
と
見
え
な
が
ら
、
他
方
で
、
因
襲
的
後
期
古
代
の
型
に
嵌
っ
た
、
も
と
も
と
の
植
物
的
性
格
は
は
っ
き
り
抑
え
つ

け
た
い
と
努
め
て
い
る
こ
と
に
根
拠
が
あ
る
。

　

父
君
の
踏
入
っ
た
正
し
い
道
を
子
息
は
確
か
に
進
ん
だ
も
の
の
、
し
か
し
最
も
遺
憾
な
代
表
がIndustrial A

rts of India

﹇1884

﹈

と
な
る
イ
ギ
リ
ス
学
者
連
お
気
に
入
り
の
教
説
を
作
っ
た
誤
謬
に
、
そ
し
て
右
の
書
の
著
者
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
（George Christopher 

M
olesw

orth Birdw
ood, 1832-1917

）
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

言
い
か
え
る
と
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
（Stanley Lane Poole
）
は
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
の
漆
喰
飾
り
で
父
君
が

scroll- w
ork

（
渦
巻
模
様
）
と
し
て
強
調
せ
る
主
要
装
飾
文
様
を
、
ま
ず
は
完
全
に
正
し
く
蕾
と
花
のknop and flow

er pattern

（
珠し
ゅ

蕾ら
い

花か

文も
ん

）
と
し
て
精
確
に
記
述
し
た
。
こ
れ
は
ア
ン
テ
ミ
オ
ン
帯
﹇
前
出　

本
論
叢
第
百
三
十
集
二
八
頁
﹈
や
波
状
葉
文
や
ア
カ
ン
サ
ス

な
ど
古
代
意モ

テ
ィ
ー
フ
匠
の
根
柢
に
横
た
わ
る
型
で
あ
り
、
図
式
化
を
好
む
イ
ギ
リ
ス
学
者
連
が
（
幾
何
学
的
模
様
を
優
遇
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
に
対
峙
す

る
）
イ
ン
ド
ゲ
ル
マ
ン
族-

セ
ム
族
の
真
正
な
る
国
民
的
芸
術
表
現
・
芸
術
財
へ
と
祭
上
げ
た
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル

に
は
当
の
カ
イ
ロ
建
造
物
の
装
飾
文
様
が
例
え
ば
テ
ー
ベ
の
壁
面
絵
画（T

hebene W
andm

alerei

﹇en

﹈）や
ホ
ル
サ
バ
ー
ド（K

horsabad

）
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の
彫
刻
に
最
も
近
い
と
思
え
た
の
は
、
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
（K

arabacek

）
が
手
元
の
ス
サ
ン
﹇
ト
﹈
シ
ル
ト
樹
木
模
様
は
そ
の
ま
ま
手
本

を
ア
ッ
シ
リ
ア
お
よ
び
古
代
ペ
ル
シ
ア
の
聖
樹
に
、
ま
た
ウ
セ
（H

oussay

）
が
あ
れ
こ
れ
織
布
装
飾
文
様
の
手
本
は
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス

の
二
獣
柱
頭
に
見
出
せ
る
と
信
じ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
の
仮
説
に
見
ら
れ
る
誤
謬
を
片
付
け
る
に
必
要
な
の

は
、
た
だ
イ
ン
ド
ゲ
ル
マ
ン
族-

セ
ム
族
の
共
通
性
な
る
も
の
に
替
え
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

後
期
ロ
ー
マ
的
な
る
古
代
を
置
く
だ
け
で
よ

く
、
実
際
こ
れ
こ
そ
が
当
のknop and flow

er pattern

（
珠
蕾
花
文
）
を
大
西
洋
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
至
る
ま
で
本
質
は
等
し
い
類
型

と
し
て
普
及
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
大
方
の
先
人
同
様
に
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
も
ま
た
顧
慮
し
な
か
っ
た
の
は
、
古
代
オ
リ

エ
ン
ト
文
化
と
サ
ラ
セ
ン
文
化
と
の
あ
い
だ
で
は
、
す
べ
て
を
平
準
化
す
る
国
際
的
性
格
の
文
化
が
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
い
て
、
こ
の

文
化
内
で
は
も
と
よ
り
多
数
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
的
要
素
が
残
存
、
し
か
し
古
い
隔
絶
せ
る
文
化
の
局
地
的
後
裔
と
し
て
で
な
く
、
む

し
ろ
新
た
な
混
合
文
化
（M

ischkultur
）
の
共
有
財
産
と
し
て
保
持
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

王
国
の
新
た
に
得
た
政
治
的
偉
大
を
芸
術
作
品
に
よ
っ
て
顕
揚
し
不
朽
化
し
た
い
と
願
っ
た
と
き
、
サ
サ
ン
期
の
王
た
ち
が
結
ば
れ

た
の
は
、
ニ
ネ
ヴ
ェ
や
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
廃
墟
で
な
く
、
さ
き
に
見
た
通
り
右
の
新
た
な
文
化
に
違
い
な
か
っ
た
。
同
じ
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

-

後
期
ロ
ー
マ
の
装
飾
文
様
法
か
ら
、
わ
ず
か
若
干
要
素
の
涯
し
な
い
変
容
を
見
せ
な
が
ら
サ
ラ
セ
ン
の
飾
粧
も
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
飾
粧
の
植
物
的
な
基
本
要
素
を
証
言
す
る
も
の
こ
そ
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
回モ

ス

ク

教
寺
院
の
漆
喰
飾
り
で
あ
る
し
、
幾
何

0

0

学
的

0

0

要
素
を
確
証
す
る
に
は
二
三
の
語
し
か
必
要
あ
る
ま
い
。

　

こ
と
ご
と
く
抽
象
的-

幾
何
学
的
な
る
も
の
へ
、
と
い
う
サ
ラ
セ
ン
装
飾
文
様
法
の
内
部
で
、
こ
の
傾
向
は
組く

み
ひ
も
も
ん

紐
文
（V

erschlingung

﹇en

﹈; entrelacs

）
で
最
も
広
く
追
求
さ
れ
て
完
成
す
る
と
見
え
る
。
こ
の
装
飾
文
様
に
綿
密
こ
の
上
な
い
研
究
を
捧
げ
た
ひ
と
、
例
の

ブ
ル
ゴ
ワ
ン
（Jules Bourgoin, 1838-1908. Les arts arabe. Paris, M

orel

﹇1867-
﹈1873

）
は
、
こ
れ
を
正
当
に
も
ア
ラ
ビ
ア
芸
術
、
い

や
、
よ
り
よ
く
は
サ
ラ
セ
ン
芸
術
と
わ
れ
わ
れ
の
呼
び
た
い
芸
術
の
格
別
に
特
性
的
な
要
素
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
確
か
に
ブ
ル
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ゴ
ワ
ン
は
依
然
と
し
て
、
サ
ラ
セ
ン
芸
術
の
形
成
で
は
ア
ラ
ブ
人
に
重
々
し
い
創
造
的
な
役
割
を
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
と
旧

い
見
方
に
囚
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
一
層
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
サ
ラ
セ
ン
の
組
紐
文
様
法
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
（
す
な
わ
ち
初
期

キ
リ
ス
ト
教
│
後
期
古
代
）
の
帯

リ
ボ
ン

状
組
紐
文
様
と
の
直
接
的
父
子
関
係

0

0

0

0

0

0

0

（direkte Filiation

）
に
あ
る
、
と
の
ブ
ル
ゴ
ワ
ン
の
遠
慮
な
い
認

容
（Les arts arabes. p. 24

）
は
由
々
し
く
思
え
る
に
違
い
な
い
。
だ
が
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
組
紐
文
を
サ
ラ
セ
ン
組
紐
文
か
ら
区
別
さ
せ

る
標
識
を
も
ブ
ル
ゴ
ワ
ン
は
あ
く
ま
で
鋭
く
的
確
に
規
定
し
て
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
組
紐
文
は
サ
ラ
セ
ン
組
紐
文
よ
り
も
純
然
た
る
幾
何

文
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
い
、
言
い
か
え
る
と
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
芸
術
全
般
と
同
様
に
初
期
キ
リ
ス
ト
教-

後
期
古
代
の
因
襲
的

方
式
と
の
繋
り
を
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
組
紐
文
は
サ
ラ
セ
ン
組
紐
文
よ
り
も
は
っ
き
り
と
維
持
し
て
い
る
が
、
サ
ラ
セ
ン
組
紐
文
は
は
る
か

に
決
然
と
抽
象
方
向
へ
動
く
、
と
述
べ
て
い
る
。
逆
の
過
程
を
わ
れ
わ
れ
は
周
知
の
ご
と
く
ゲ
ル
マ
ン
的-

ロ
マ
ン
﹇
ス
﹈
的
西
洋
に

認
め
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
伝
承
さ
れ
た
後
期
古
代
の
帯

リ
ボ
ン

状
組
紐
文
様
法
は
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
解
ら
な
い
と
見
て
、
そ
れ
ゆ
え
メ

ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
時
代
に
は
例
の
動
物
形
態
へ
の
変
形
に
も
達
す
る
が
、
こ
れ
は
最
近
年
に
至
る
ま
で
原
北
欧
（urnordisch　
ス
カ
ン
デ
ィ

ナ
ヴ
ィ
ア
）
芸
術
の
姿
と
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
絵
入
本
（Fibel

）
や
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
写
本
（M

anuskript

）
の
表
面
を
埋
め
る
龍
像
組
紐
文
で
も
肝
要
な
筋
は
、
す
で
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
開
拓
さ
れ
た
過
程
を

先
へ
進
め
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
例
と
し
て
本
書
（S. 132　
本
論
叢
第
百
三
十
集
二
八
頁
）
は
帯

リ
ボ
ン

状
パ
ル
メ
ッ
ト
を
挙
げ
た
―
―
こ
の

装
飾
文
様
は
縁
取
り

0

0

0

0

0

0

0

0

（Bordüre

）
す
な
わ
ち
枠
（Rahm

en
）
を
棄
て
て
内
的
平
面

0

0

0

0

0

0

0

0

（Innenfläche

）
を
蔽
う

0

0

0

（
第
二
二
図
）
が
、
龍
像
な

ど
の
充
填
意モ

テ
ィ
ー
フ
匠
は
こ
の
平
面
か
ら
押
退
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
周
り
を
囲
ん
で
一
纏
め
と
す
る
に
最
も
使
い
や
す
い
縁
取
り
模
様

（Bordürenm
uster

）
た
る
編
紐

0

0

帯リ
ボ
ン（Flechtband

）
も
ま
た
平
面
充
填
に
ま
で
至
る
こ
と
は
、
わ
け
て
も
例
と
し
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教

の
説ア
　
ム
　
ボ
教
壇
（A

m
bo

）
な
ど
が
証
明
す
る
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
帯
状
組
紐
文
様
に
ゲ
ル
マ
ン
の
自
然
民
族
は
龍
頭
や
鳥
頭
を
載
せ
、

こ
う
す
る
こ
と
で
当
の
文
様
を
物
的
対
置

0

0

0

0

（gegenständlich

）
の
も
の
と
す
る
。
お
の
れ
の
性
向
に
合
せ
て
オ
リ
エ
ン
ト
人
は
抽
象
的

0

0

0
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-

幾0

何
学
的

0

0

0

意
味
の
も
の
と
し
て
同
じ
意モ

テ
ィ
ー
フ匠
を
扱
い
、
こ
の
方
向
で
お
よ
そ
成
し
得
た
限
り
の
最
高
の
成
果
を
挙
げ
る
。

　

な
お
も
先
へ
、
す
で
に
紛
れ
も
な
い
独
立
性
を
得
た
時
代
に
ま
で
サ
ラ
セ
ン
芸
術
の
歴
史
を
追
う
と
き
、
再
三
再
四
わ
れ
わ
れ
は
、

装
飾
文
様
に
よ
る
平
面
充
填
の
全
般
的
図
式
に
よ
っ
て
で
あ
れ
個
別
的
な
細
部
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
後
期
古
代
の
出
発
点
へ
立
戻
る
よ

う
に
と
教
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
啓
発
的
な
例
を
提
供
す
る
の
が
、
カ
イ
ロ
に
あ
っ
て
一
二
八
四
年
の
建
立
、
ス
ル
タ
ン
・
カ
ラ
ウ
ン

（K
alaun

）
の
病
院
マ
リ
ス
タ
ン
（M

aristan

）
か
ら
出
た
木
製
浮
彫
群

0

0

0

0

0

（H
olzrelief﹇s

﹈）
で
あ
る
。

第三一図
カイロ出土の木製浮彫

（十三世紀）
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こ
れ
ら
装
飾
文
様
の
羽
目
板
（Füllung

﹇en

﹈）
を
プ
リ
ス
・
ダ
ヴ
ェ
ン
ヌ
は
前
掲
の
著
書
に
第
八
三
図
第
八
四
図
（
本
書
第
三
一
図
第

三
二
図
）
と
し
て
公
刊
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
抽
象
的
な
様
式
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
絡
み
蔓
草
（Rankenverschlingung

）
の
配
列
全
体

ば
か
り
か
細
部
に
お
い
て
も
、
い
や
個
々
の
葉
形
や
花
形
に
お
い
て
す
ら
、
依
然
は
っ
き
り
と
後
期
ロ
ー
マ
の
古
代
を
思
わ
せ
る
だ
け

で
も
、最
大
限
の
関
心
を
呼
ぶ
に
値
す
る
。だ
が
前
記
お
気
に
入
り
理
論
に
従
う
当
然
の
帰
結（
原
書S.124 

本
論
叢
第
百
三
十
集
二
一
頁
以
下
）

と
し
て
、
手
本
の
出
所
に
照
し
つ
つ
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
が
右
の
浮
彫
表
現
を
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
の
時
代
に
ま
で
遡
ら
せ
て
い
る
の
は

行
過
ぎ
で
あ
る
。
こ
の
と
き
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
は
こ
と
に
有
翼
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

（
第
三
二
図
）
に
注
目
す
る
が
、
さ
き
の
注
記
（
原
書

S.134 

本
論
叢
第
百
三
十
集
二
九
頁
）
で
す
で
に
、こ
の
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
の
衣
服
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
絡
み
パ
ル
メ
ッ
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Palm
ettengeschlinge

）

第三二図
カイロ出土の木製浮彫

（十三世紀）
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で
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
示
唆
し
た
―
―
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
の
混
淆
体
が
あ
れ
こ
れ
と
経
過
す
る
途
次
の
中
間
態
を
明
示
す
る
姿
で
あ

る
。
ま
し
て
や
地
の
配
列
、
花
瓶
か
ら
芽
を
吹
く
蔓
草
の
配
分
、
お
よ
そ
装
飾
文
様
と
し
て
用
い
た
植
物
的
要
素
、
お
よ
び
様
々
な
形

姿
の
撒ま

き

入
れ
ら
れ
る
仕
方
、
こ
れ
ら
は
み
な
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
時
代
の
議
論
の
余
地
な
き
遺
産
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

サ
ラ
セ
ン
芸
術
で
見
慣
れ
な
い
人
物
像
の
出
現
は
、
こ
の
さ
い
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
に
、
挙
げ
ら
れ
た
木
彫
品
原
産
地
方
究
明
の
機
会

を
与
え
た
。
彫
ら
れ
た
呈
示
内
容
は
、
同
じ
時
代
の
別
な
る
特
定
一
群
の
工
芸
的
作
物
で
優
勢
な
内
容
と
、
き
わ
め
て
緊
密
に
相
通
じ

て
い
る
―
―
い
わ
ゆ
る
モ
ー
ス
ル
工
芸
（M

os

﹇s

﹈ul-A
rbeit

﹇en

﹈
イ
ラ
ク
北
部
の
商
工
業
都
市
）
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
し
ば
し
ば
刻
銘
あ

る
象
眼
飾
り
を
施
せ
る
真
鍮
器
具
（M

essinggerät

）
で
、
疑
う
余
地
な
く
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
作
ら
れ
た
品
々
の
こ
と
で
あ
る
。
十
三

世
紀
に
お
け
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
と
エ
ジ
プ
ト
人
と
の
絆
は
取
出
す
の
が
難
し
く
な
い
。
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
が
必
要
と
し
た
の
は
、
た

だ
﹇
フ
ァ
テ
ィ
マ
朝 Fatim

id

（909-1171
）
に
代
る
﹈
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
君
主
（A

yubiden-Sultan

﹇e

﹈こ
と
に
サ
ラ
デ
ィ
ン Saladin

﹇1138-

﹈1171-

1193

）
の
仲
介
的
活
動
を
指
摘
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ス
ル
タ
ン
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
出
て
、
す
で
に
十
二
世
紀
に

は
シ
リ
ア
人
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
人
に
お
け
る
支
配
者
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
が
試
み
た
よ
う
に
、
さ
き
の
浮
彫
表
現
の
根も

基と

を
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
移
し
た
と
こ
ろ
で
、
多
く
は
得
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
る
。
人
像
の
描
か
れ
る
風
変
り
な
装
飾
文
様
法
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
も
突
然
十
二
世
紀
に
見
出
せ
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
無
論
こ
の
事
例
で
も
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
は
ア
ッ
シ
リ
ア-
サ
サ
ン
朝
の
後
世
残
存
の
影
響
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
お
気
に
入

り
の
想
念
が
誤
り
導
い
て
別
な
る
事
実
の
過
小
評
価
に
な
っ
た
が
、
偏
見
な
く
考
察
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
事
実
は
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
を
、

よ
り
正
し
い
軌
道
へ
と
導
け
た
で
も
あ
ろ
う
。

　

言
い
か
え
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
あ
ら
ゆ
る
古
い
コ
プ
ト

0

0

0

教
会
に
は
古
色
蒼
然
の
木
彫
も
あ
る
こ
と
を
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
は
知
っ
て
い

る
が
、
木
彫
の
内
容
は
先
述
の
モ
ー
ス
ル
工
芸
の
内
容
と
き
わ
め
て
緊
密
に
相
通
じ
て
い
る（
こ
こ
で
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル p.134

が
依
拠
す
る
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の
はA

lfred Joshua Butler, 1850-1936. T
he ancient coptic churches of Egypt.

﹇2 vols.

﹈1884. 

で
あ
る
が
、
残
念
に
も
私
の
入
手
し
て
い
な
い
書

で
あ
る
）。
例
え
ば
旧
カ
イ
ロ
の
聖
セ
ル
ギ
ウ
ス
聖
堂
（Schrein zu St. Sergius in A

lt-K
airo

）
で
出
合
う
の
は
戦
士
聖
人
と
野
獣

（w
arrior saints and beasts

）
す
な
わ
ち
幾
つ
も
の
呈
示
が
エ
ジ
プ
ト
織
布
出
土
品
に
見
ら
れ
る
、
光
背
あ
る
狩
人
た
ち
で
あ
る
（
一
例

が
下
記
の
模
写
図
で
あ
る
│
│A

lois Riegl, D
ie ägyptischen T

extilfunde im
 Ö
sterreichischen M

useum
. K
atalog N

r. 628. T
afel 13. 1889

）。

有
翼
の
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
に
劣
ら
ず
、
衣
裳
が
変
る
だ
け
の
同
じ
呈
示
表
現
は
モ
ー
ス
ル
工
芸
で
も
見
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
さ
き
の
コ
プ

ト
木
彫
が
繋
が
る
の
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
で
な
く
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
、
偏
見
は
す
っ
か
り
払
っ
て
、
レ
ー
ン
・
プ
ー

ル
は
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
サ
ラ
セ
ン
木
彫
以
前
に
コ
プ
ト
木
彫
あ
り
と
い
う
時
間
的
先
行
の
可
能
性
を
も
レ
ー
ン
・
プ
ー
ル
は
否
定

し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
記
ス
ル
タ
ン
・
カ
ラ
ウ
ン
の
病
院
マ
リ
ス
タ
ン
か
ら
出
た
木
製
浮
彫
群
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
起
源
は

疑
お
う
と
し
な
い
。
し
か
し
も
は
や
わ
れ
わ
れ
は
正
し
い
結
論
を
差
控
え
る
に
及
ば
な
い
│
│
問
題
と
し
て
い
る
装
飾
文
様
法
は
、
エ

ジ
プ
ト
の
地
で
も
空
間
的
に
遠
く
隔
た
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
で
も
同
じ
く
育
て
ら
れ
て
き
た
が
、
双
方
で
一
直
線
に
立
返
り
遡
る
と

こ
ろ
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教-

後
期
古
代
お
よ
び
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
芸
術
で
あ
り
、
こ
の
芸
術
内
に
わ
れ
わ
れ
は
、
双
方
い
ず
れ
に
も
等

し
い
要
素
の
範
例
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

モ
ー
ス
ル
工
芸
へ
の
言
及
が
こ
こ
で
の
好
い
機
縁
と
な
っ
て
、
な
お
ひ
と
つ
装
飾
文
様
の
要
素
、
時
折
モ
ー
ス
ル
工
芸
に
現
れ
出
て

特
異
な
サ
ラ
セ
ン
的
要
素
と
説
明
さ
れ
る
の
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
る
要
素
を
思
出
す
。
こ
れ
は
独
自
な
種
類
の
文
字
装
飾
法

0

0

0

0

0

（Schriftornam
entik

）
で
あ
り
、多
か
れ
少
か
れ
グ
ロ
テ
ス
ク
に
歪
め
ら
れ
た
人
物
像
や
動
物
像
で
表
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
の
が
個
々

の
文
字
で
あ
る
。
さ
き
の
説
明
の
後
で
は
、
モ
ー
ス
ル
工
芸
に
登
場
す
る
こ
と
だ
け
で
す
で
に
、
サ
ラ
セ
ン
素
姓
説
に
は
用
心
が
必
要

と
す
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
用
心
深
さ
が
確
実
に
ま
す
ま
す
高
く
求
め
ら
れ
る
の
は
、
非
常
に
奇
妙
な
例
と
し
て
以
下
の
ご
と

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ-

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
独
得
と
見
え
る
、
つ
ま
り
オ
リ
エ
ン
ト
の
性
格
に
真
向
か
ら
対
立
す
る
と
見
え
る
芸
術
的
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意モ
テ
ィ
ー
フ
匠
が
、
後
期
古
代
か
ら
近
東
諸
国
の
装
飾
文
様
法
に
お
い
て
比
較
的
晩
く
の
時
代
ま
で
、
い
か
に
崩
れ
ず
持
堪
え
て
き
た
か
の
例
が

観
察
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。

　

ゲ
ル
マ
ン
人
（
も
し
く
は
ケ
ル
ト
人
）
が
中
世
開
始
時
の
芸
術
に
持
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
き
た
装
飾
文
様
の
諸
要
素
の
な

か
に
、
ほ
ぼ
異
口
同
音
ご
く
近
年
ま
で
、
格
別
い
わ
ゆ
る
魚
鳥
文
字
（Fisch-V

ogel-Buchstabe

﹇n

﹈）
が
算
え
ら
れ
る
通
例
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
挿
絵
本
細
密
画
で
広
汎
に
用
い
ら
れ
て
い
た
文
字
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
最
近
よ
う
や
く

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
が
こ
の
装
飾
文
様
法
は
古
代
に
由
来
す
る
こ
と
を
認
め
（
＊
）、
し
か
も
一
方
で
は
ギ
リ
シ
ア-

ロ
ー
マ
の
古
代
が
ま

だ
支
配
力
を
弱
め
て
い
な
い
時
代
の
文
字
表
記
に
も
と
づ
き
、
他
方
で
は
同
じ
装
飾
文
様
法
が
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
写
本
に
存
在
す
る
こ

と
を
顧
み
て
、
こ
こ
か
ら
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
と
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
な
る
双
つ
の
群
に
と
っ
て
共
通
の
母
は
、
た
だ
初
期
キ
リ
ス
ト
教
的

後
期
古
代
に
し
か
探
し
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
も
は
や
異
議
を
申
立
て
る
の
が
難
し
い
結
論
を
引
出
し
た
。

　

 （
＊
）A

nton Springer, 1825-1891. D
er Bilderschm

uck in den Sakram
entarien des früheren M

ittelalters. in: A
bhandlungen 

der philosophisch-historischen K
lasse der königlichen sächsischen Gesellschaft der W

issenschaften. Band 

Ⅸ, N
o. 4.　

 

S. 346f.

　

後
期
古
代
の
魚
鳥
文
字
装
飾
法
（ichthyo-

ornithoide Schriftornam
entik

）
の
子
孫
で
あ
る
と
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
の
規
定
し
た
双
群

に
は
、
な
お
第
三
の
オ
リ
エ
ン
ト
の
子
孫
を
付
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
驚
き
も
当
然
の
証
拠
と
し
て
ド
ゥ
・
ボ
ー
モ
ン
『
ト
ル
コ
の

装
飾
文
様
』
の
三
葉
（N

o. 27-29

）
を
見
る
が
よ
い
（Engène Collinot et A

dalbert de Beaum
ont, 1809-1869. O

rnem
ents turcs. 1883

）。

こ
の
場
で
許
さ
れ
る
以
上
の
立
入
っ
た
議
論
に
役
立
つ
三
葉
で
あ
り
、
少
く
と
も
本
書
第
三
三
図
（
原
書N

o. 28

の
再
録
）
は
こ
れ
だ
け

で
も
雄
弁
で
あ
ろ
う
。
一
見
す
で
に
、
こ
こ
で
肝
要
な
の
が
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
写
本
と
同
種
の
文
字
装
飾
法
で
あ
る
こ
と
に
、
何
の
疑

い
も
残
ら
な
い
。
あ
と
個
別
的
に
は
、
蔓
草
の
な
か
で
走
る
長
身
で
嘴
の
曲
っ
た
鳥
に
目
を
瞠
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
周
知
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の
ご
と
く
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
装
飾
文
様
法
の
な
か
で
最
大
限
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
、
ひ
と
つ
の
装
飾
文

様
の
意モ

テ
ィ
ー
フ匠
で
あ
る
。

　

第三三図
アルメニア聖書の細密画

（十一世紀）

　

こ
れ
ら
三
葉
は
ア
ル
メ
ニ
ア

0

0

0

0

0

の
聖
書
か
ら
採
ら
れ
て
い
て
、
年
代
は
十
一
世
紀
と
編
者
は
見
て
い
る
。
こ
の
時
代
判
定
の
古
書
体
学

的
批
判
は
も
と
よ
り
筆
者
﹇
リ
ー
グ
ル
﹈
に
は
可
能
で
な
い
。
し
か
し
、
古
代
の
形
体
言
語
な
れ
ど
も
、
す
で
に
は
っ
き
り
と
、
こ
と

に
葉
形
装
飾
で
抽
象
体
へ
の
傾
向
が
具
わ
る
、
こ
の
装
飾
文
様
法
は
、
自
立
完
結
的
サ
ラ
セ
ン
芸
術
の
最
初
の
成
立
時
代
を
、
す
な
わ

ち
ほ
ぼ
十-

十
一
世
紀
を
示
唆
す
る
―
―
ア
ル
メ
ニ
ア
の
山
地
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
芸
術
と
の
直じ

か

の
繋
り
に
き
わ
め
て
永
く
粘
り
強
く
固

執
し
て
き
た
場
所
で
あ
り
、
こ
の
山
地
で
当
の
成
立
過
程
は
な
お
さ
ら
永
い
こ
と
続
い
て
き
た
か
も
知
れ
な
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
は
オ
リ

エ
ン
ト
絨
毯
を
産
す
る
小
ア
ジ
ア
地
域
（
ス
ミ
ル
ナ Sm

yrna

）
と
イ
ラ
ン
地
域
（
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン Chuzistân 

と
フ
ァ
ー
ル
ス Fâris

）
と
の
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中
間
に
あ
り
、
こ
の
意
味
深
長
な
位
置
ゆ
え
に
、
古
代
芸
術
と
初
期
サ
ラ
セ
ン
芸
術
と
の
極
め
て
密
接
な
連
関
を
語
る
、
右
の
最
近
の

証
拠
を
強
く
指
摘
す
る
の
は
決
し
て
余
計
な
こ
と
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
の
例
が
問
題
と
な
れ
ば
、
こ
の
連
関
を
当
然
わ
れ
わ
れ

の
ケ
ル
ト
重
視
論
者
は
、
ま
さ
か
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
影
響
な
ど
と
は
思
付
か
な
い
限
り
、
太
古
イ
ン
ド
ゲ
ル
マ

ン
時
代
か
ら
説
き
た
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

サ
サ
ン
朝
王
家
と
最
初
期
教カ

リ
フ主
の
時
代
に
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
が
見
せ
る
種
類
の
文
様
装
備
（ornam

entale A
usstattung

）
を
当
代
オ

リ
エ
ン
ト
芸
術
の
性
格
全
体
か
ら
確
定
し
よ
う
と
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
は
、
東オ

リ

エ

ン

ト

方
曙
国
の
著
作
家
の
も
と
に
保
持
さ
れ
て
現
存
す

る
絨
毯
記
述

0

0

0

0

（Beschreibung
﹇en

﹈ von T
eppich

﹇en

﹈）
を
も
考
慮
し
な
い
と
、
不
完
全
に
見
え
る
の
も
当
然
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

そ
こ
で
触
れ
る
と
な
れ
ば
、
や
は
り
例
の
、
ク
テ
シ
フ
ォ
ン
の
宮
殿
占
領
で
サ
サ
ン
朝
支
配
を
粉
砕
し
た
面
々
の
手
に
入
り
、
ア
ラ

ブ
の
人
々
の
度
肝
を
抜
い
た
絨
毯
で
あ
る
。
こ
の
絨
毯
は
ほ
ぼ
50
メ
ー
ト
ル
四
方
﹇60 Elle 

尺
骨
の
長
さ
に
よ
る
尺
度
で
一
エ
レ
は
55-

85
セ

ン
チ
﹈
の
大
き
さ
で
、
ホ
ス
ロ
ー
一
世
（K

hosro I, 531-579

）
用
に
仕
立
て
ら
れ
た
。
あ
と
引
続
き
サ
サ
ン
朝
国
王
が
用
い
、
確
か
に

冬
絨
毯
の
役
を
果
し
て
、
荒
涼
た
る
冬
期
の
宴
会
は
宮
殿
の
庭
か
ら
室
内
へ
と
、
こ
の
絨
毯
上
に
移
さ
れ
た
。
絨
毯
装
飾
文
様
の
内
容

は
春
の
飾
付
け
で
庭
園
の
呈
示
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
『
ホ
ス
ロ
ー
の
春
（der Frühling des K

hosroes

）』
と
名
付
け
ら
れ
て

も
い
た
。

　

こ
の
絨
毯
の
、
完
全
に
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
と
見
え
る
脈
絡
が
幾
つ
も
あ
る
記
述
は
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
こ
と
ど
も
を
含
ん
で
い
る

の
で
、
確
か
に
全
部
を
文
字
通
り
受
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
絨
毯
の
調
製
材
料
は
た
だ
絹
や
金
糸
銀
糸
だ
け
に
限
ら
れ
ず
、
準

宝
石
や
宝
石
丸
ご
と
も
加
わ
る
豊
か
さ
で
あ
っ
た
と
か
言
う
―
―
「
絨
毯
の
下
地
（Fond 

図
絵
の
背
景
）」
は
、
幾
筋
も
の
小
川
が
さ
ら

さ
ら
と
流
れ
、
小
道
が
あ
ち
こ
ち
で
筋す

じ

交か

い
、
あ
れ
こ
れ
の
木
々
や
愛
ら
し
い
春
の
花
々
で
飾
ら
れ
た
悦
楽
園
そ
の
も
の
を
表
し
て
い

た
。
全
部
を
囲
う
幅
広
い
縁ふ

ち

取
り
（Bordüre

）
は
、
青
い
石
、
赤
い
石
、
黄
色
い
石
や
緑
の
石
が
呈
す
る
多
彩
な
花
飾
り
と
し
て
植
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込
み
の
壮
麗
な
大
花
壇
を
見
せ
て
い
た
。
絨
毯
の
下
地
で
は
、
黄
ば
む
大
地
の
色
調
が
金
糸
に
よ
っ
て
模
せ
ら
れ
た
し
、
大
地
の
な
か

で
は
何
本
も
の
縞
々
が
小
川
の
岸
辺
を
表
し
、
両
岸
に
挟
ま
れ
て
水
そ
っ
く
り
に
似
せ
て
あ
る
の
は
透
明
な
水
晶
で
あ
っ
た
。
真
珠
大

の
小
石
群
が
砂
利
道
を
思
わ
せ
た
し
、
植
物
の
茎
や
大
枝
は
金
糸
や
銀
糸
で
成
り
、
木
の
葉
や
花
弁
は
他
の
蔓
草
と
も
ど
も
絹
で
、
あ

れ
こ
れ
の
果
実
は
色
と
り
ど
り
の
岩
石
で
成
っ
て
い
た
（
上
記 K

arabacek, Susandschird. S.190

）。

　

こ
の
拵
え
の
驚
く
べ
き
様
子
は
ウ
ィ
ー
ン
一
写
本
の
文
脈
内
で
さ
ら
に
高
ま
る
が
、
伝
え
て
く
れ
た
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
は
公
然
と
、
こ

の
脈
絡
に
最
大
限
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
―
―
「（
こ
の
絨
毯
の
）
豊
か
な
彩
り
は
準
宝
石
か
ら
成
り
、
輪
郭
の
線
描
は
宝
石
か
ら
、

絨
毯
のZarfan

﹇
布
地
と
し
て
のSarafan

か
﹈
は
絹
糸
と
金
糸
か
ら
成
っ
て
い
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
のZarfan

技
術
が
表
に
出
る
と

輪
状
の
捲
上
げ
、
つ
ま
り
巻
毛
風
の
回
転
を
物
語
る
が
、
こ
れ
は
必
然
的
に
桛か

せ

糸
と
し
て
縦
糸
に
捲
い
た
り
絡
め
た
り
し
た
絹
糸
や
金

糸
（
も
し
く
は
銀
糸
）
と
関
り
あ
る
事
柄
で
、ま
さ
し
く
、わ
れ
わ
れ
の
見
本
﹇
す
な
わ
ち
ス
サ
ン
﹇
ト
﹈
シ
ル
ト
絨
毯
﹈
の
前
述
せ
る
技
術
を
、

こ
の
上
な
く
特
性
の
見
え
る
言
葉
で
語
り
直
し
て
く
れ
て
い
る
」。

　

こ
の
よ
う
に
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
は
写
本
の
説
明
全
部
を
ま
さ
し
く
一
語
一
句
信
用
で
き
る
と
見
做
し
、
こ
の
説
明
に
お
の
れ
の
見
定
め

た
「
ス
サ
ン
﹇
ト
﹈
シ
ル
ト
浮
彫
様
式
（Reliefstil
）」
が
認
め
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
は
玉
石
類
に
も
怪

を
覚
え
ず
、
絨
毯
へ
の
嵌
入
を
技
術
的
に
は
「
こ
れ
ら
の
玉
石
は
金
銀
縒よ

り

糸い
と

に
真
珠
風
に
結ゆ

わ

え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
縒
糸
と
も
ど
も
縦

糸
に
絡
め
て
同
所
で
固
定
さ
れ
た
」
仕
方
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
技
術
的
に
は
恐
ら
く
何
ら
特
別
な
困
難

を
こ
こ
で
申
立
て
る
に
及
ぶ
ま
い
が
、
何
と
言
っ
て
も
足
で
踏
む
敷
物
絨
毯
に
移
植
さ
れ
た
宝
石
、
お
よ
そ
こ
の
種
の
用
い
方
に
は
一

度
と
し
て
正
当
性
の
起
り
得
な
か
っ
た
宝
石
を
見
る
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
様
式
概
念
あ
ら
ゆ
る
経
験
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
贅
沢

な
サ
サ
ン
朝
宮
廷
の
ペ
ル
シ
ア
大
公
連
中
を
酒
宴
で
は
「
準
宝
石
」
や
「
宝
石
」
上
に
跪
坐
さ
せ
た
、
な
ど
と
真
面
目
に
推
測
で
き
よ

う
か
。
と
な
れ
ば
当
の
絨
毯
記
述
は
、
少
く
と
も
玉
石
の
嵌
入
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
比
喩
的
な
意
味
合
い
の
も
の
と
見
て
、
然
る
べ
く
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解
釈
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
ば
あ
い
最
も
起
り
そ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、連
な
り
合
う
幾
何
学
的
図
形
の
並
び
で
あ
ろ
う
し
、

こ
の
図
形
が
結ゆ

わ

え
た
玉
石
を
思
出
さ
せ
て
、
色
の
違
い
が
玉
石
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
と
見
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
捉
え
方
で
材

料
は
絹
糸
と
金
糸
銀
糸
だ
け
で
よ
く
な
り
、
怪

な
玉
石
は
片
付
け
ら
れ
よ
う
。
だ
が
ひ
と
た
び
解
釈
す
る
と
心
に
決
め
る
や
、
残
る

部
分
の
記
述
も
ま
た
、
一
語
一
句
制
約
な
し
に
正
し
い
と
要
求
で
き
る
力
を
失
う
。
や
が
て
恐
ら
く
わ
れ
わ
れ
は
、
記
述
で
主
張
さ
れ

る
「
春
の
苑
」
の
自
然
主
義
風
再
現
を
も
疑
問
視
し
て
、
背
面
に
あ
る
多
少
と
も
様
式
化
さ
れ
た
呈
示
表
現
を
考
え
る
よ
う
に
強
い
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
生
じ
る
の
は
、
根
本
的
に
は
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
一
枚
の
ま
こ
と
に
好

も
し
い
記
述
が
頼
り
で
は
、
何
ひ
と
つ
正
し
い
こ
と
を
始
め
ら
れ
な
い
と
い
う
苦
々
し
い
結
果
で
し
か
な
い
。

　

や
や
増
し
な
の
が
別
の
絨
毯
一
枚
の
記
述
で
あ
る
―
―
こ
の
絨
毯
上
で
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
近
く
八
六
一
年
十
月
九
日
か
ら
十
日
に
か

け
て
の
夜
に
﹇
ア
ラ
ブ
帝
国
ウ
マ
イ
ヤ
朝
（
六
六
一
│
七
五
〇
年
）
を
倒
し
た
イ
ス
ラ
ム
帝
国
﹈
ア
ッ
バ
ス
朝
（
七
五
〇
│
一
二
五
八
年
）
第
十
代

教カ
リ
フ主
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
（M

utaw
akkil, -847-861

）
が
暗
殺
さ
れ
た
（
詳
細
は
下
記 K

arabacek, Susandschird, S. 75ff.

）。
こ
の
記
述
か
ら
少

く
と
も
一
つ
明
確
に
な
る
の
は
、
言
葉
でSusandschird

と
書
き
記
さ
れ
る
当
の
絨
毯
が
縁ふ

ち

取
り
（Bordüre

）
に
環
状
区
画
を
も
ち
、

区
画
内
に
ペ
ル
シ
ア
語
刻
銘
付
き
の
肖
像
呈
示
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
肖
像
と
し
て
呈
示
さ
れ
た
人
物
は
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
サ
サ
ン
朝
人
（﹇
第
二
十
四
代
国
王
﹈
ホ
ス
ロ
ー
二
世
（K

hosro 

Ⅱ, -590-628

）
の
息
シ
ェ
ロ
ー
エ Schêroë

）
で
あ
り
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
人

（﹇
第
十
二
代
教
主
﹈
ヤ
ジ
ー
ド
三
世
（Jezid 

Ⅲ, -744

））
で
あ
る
。
右
の
記
述
で
言
及
さ
れ
て
い
る
刻
銘
群
は
、
こ
の
絨
毯
が
ペ
ル
シ
ア
に

出
て
い
る
こ
と
を
弁
護
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
装
飾
文
様
の
内
容
に
は
、
記
述
で
（
連
な
り
合
う
人
物
肖
像
に
つ
い
て
）
お
よ
そ
言
及
の

あ
る
限
り
で
は
、
国
民
的
ペ
ル
シ
ア
的
（national- persisch

）
特
殊
性
を
発
見
で
き
る
根
拠
が
、
こ
と
ご
と
く
欠
け
て
い
る
。

﹇
第
四
章　

了
﹈
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「
郷
民
芸
術
・
家
内
仕
事
・
家
内
工
業
」（
一
八
九
四
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ロ
イ
ス
・
リ
ー
グ
ル

　
　
　
　

三

　

過
去
何
世
紀
か
の
あ
い
だ
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
方
の
郷
民
芸
術
に
つ
い
て
人
々
は
、
他
で
も
な
い
、
す
で
に
中
世
に
お
い
て
西
方
の
産

業
・
技
芸
の
担
い
手
を
自
分
ら
の
地
域
に
引
入
れ
よ
う
と
努
め
た
例
の
ス
ラ
ヴ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
た
ち
同
様
に
考
え
た
。
か
つ
て
当

地
に
郷
民
芸
術
は
あ
り
、
こ
れ
を
誰
ひ
と
り
無
理
や
り
根
絶
し
よ
う
な
ど
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
東
部
地
方
で
上
流
の
人
士
、
旅
慣

れ
た
人
々
、
都
会
の
人
々
は
、
西
方
の
芸
術
つ
ま
り
国
際
的
芸
術
こ
そ
が
高
次
発
展
の
、
そ
れ
ゆ
え
一
段
高
く
評
価
す
べ
き
芸
術
で
あ

っ
て
、
都
合
さ
え
好
け
れ
ば
自
分
自
身
が
入
手
に
努
め
る
も
の
、
と
信
じ
て
露
ほ
ど
の
疑
い
も
持
た
な
か
っ
た
。
国
際
的
流モ

ー
ド行

芸
術

（internationale M
odekunst

）
と
郷
民
芸
術
（V

olkskunst

）
と
の
関
係
を
別
な
る
目
で
見
る
こ
と
は
、
よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に

残
し
て
置
か
れ
た
。
今
日
十
九
世
紀
の
ほ
と
ん
ど
半
ば
以
降
、
工
芸
創
造
の
領
域
で
改
良
の
努
力
が
動
き
始
め
た
時
代
の
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
と
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
に
属
し
て
い
る
限
り
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
広
い
範
囲
に
わ
た
り
東
部
地
方
の
家
内
仕

事
や
郷
民
芸
術
に
も
目
が
向
け
ら
れ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
注
目
は
同
時
に
二
つ
の
側
面
か
ら
鼓
舞
さ
れ
た
―
―
芸
術

的
側
面
か
ら
と
、
経
済
的
側
面
か
ら
と
で
あ
る
。

　
﹇
一
―
本
考
三
四
頁
の
二
と
対
応
﹈　

突
如
と
し
て
ス
ラ
ヴ
や
ル
ー
マ
ニ
ア
の
郷
民
芸
術
の
営
み
に
向
け
ら
れ
た
芸
術
的
関
心

0

0

0

0

0

は
、
わ
れ

わ
れ
十
九
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
国
際
的
芸
術
に
お
け
る
諸
々
の
事
情
の
発
展
に
つ
い
て
人
々
が
感
じ
始
め
た
不
満
の
直
接
的
結
果
で
あ
っ

た
。
中
世
昂
揚
の
と
き
文
化
運
動
の
頂
点
に
立
っ
た
新
鮮
な
民
族
要
素
の
お
蔭
で
、
中
世
に
は
ま
だ
、
古
代
の
伝
承
の
外
に
出
て
全
く

独
自
の
、
こ
れ
自
体
で
完
結
す
る
芸
術
様
式
を
基
礎
付
け
る
力
が
あ
っ
た
―
―
ゴ
テ
ィ
ク
様
式
の
こ
と
で
あ
る
。
ゴ
テ
ィ
ク
様
式
が
生
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を
全
う
し
た
と
き
、
中
世
の
芸
術
運
動
の
担
い
手
た
る
ロ
マ
ン
﹇
ス
﹈
人
と
ゲ
ル
マ
ン
人
に
、
ふ
た
た
び
古
代
と
結
付
く
以
外
の
道
は

な
か
っ
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
で
は
ま
だ
、
あ
ま
り
に
も
狭
く
間
を
詰
め
て
古
代
に
凭も

た

れ
る
必
要
な
し
に
、
意
義
あ
る
芸
術
的
結
果
を
得
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
先
へ
進
め
ば
進
む
ほ
ど
古
代
に
凭
れ
る
度
合
は
大
き
く
な
っ
た
。
つ
い
に
帝ア

ン
ピ
ー
ル

政
期
で
中
味
の
な
い
剥
出
し
の

古
代
模
倣
に
達
し
て
、
円
環
運
動
は
完
了
と
目
に
は
映
り
、
こ
こ
で
途
方
に
暮
れ
る
有
様
が
始
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
最
後
に
古
代

の
後
で
は
古
代
の
歴
史
的
派
生
態
つ
ま
り
ゴ
テ
ィ
ク
や
ル
ネ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
帝ア

ン
ピ
ー
ル

政
期
ま
で
の
様
式
が
役
立
つ
か
と
試
み
る
決

心
に
ま
で
立
至
っ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
試
み
の
出
所
は
、
す
で
に
ゴ
テ
ィ
ク
等
々
の
手
本
を
実
ら
せ
た
当
の
同
じ
民
族
部
族
で
な
い
に

し
て
も
、
ま
さ
し
く
同
じ
文
化
圏
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
今
日
の
指
導
的
民
族
が
、
あ
れ
こ
れ
古
い
歴
史
的
様
式
か
ら
新
た
な
様
式
を

築
く
能
力
は
自
分
ら
に
な
い
、
と
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
実
証
し
て
き
た
こ
と
は
何
ら
不
思
議
で
な
い
。
そ
し
て
現
に
今
日
、
例
え
ば
絵

画
の
領
域
に
お
い
て
の
ご
と
く
新
種
の
芸
術
創
造
を
約
束
す
る
兆
し
が
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
過
去
へ
導
く
橋
は
で
き
る
だ
け
完

全
に
取
壊
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
急
進
的
な
技
術
的
変
革
や
経
済
的
変
革
の
成
果
た
る
別
種
き
わ
め
て
多
く
の
諸
制
度
が
生
い
育
っ
て
き

た
の
と
同
じ
、
新
た
な
土
台
に
人
々
は
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
こ
と
は
、
古
代
か
ら
帝ア

ン
ピ
ー
ル

政
期
ま
で
の
円
環
を
ふ
た
た
び
繰
返

し
な
が
ら
、
待
望
の
成
果
を
も
た
ら
せ
な
か
っ
た
後
の
今
日
で
こ
そ
行
え
る
反
省
で
あ
り
、
一
八
六
〇
年
代
七
〇
年
代
に
は
無
論
ま
だ

身
近
で
な
か
っ
た
反
省
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
縁
を
切
り
た
か
っ
た
の
は
今
し
が
た
歴
史
的
に
な
っ
た
ば
か
り
の
も
の
だ
け
で
、
古
典
主

義
と
四
〇
年
代
五
〇
年
代
の
水
っ
ぽ
い
ロ
コ
コ
と
を
思
出
さ
ず
に
済
む
方
式
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
芸
術
方
式

（K
unstw

eise

）
で
も
好
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
わ
け
て
も
オ
リ
エ
ン
ト
芸
術
好
し
、
と
の
興
奮
に
ま
で
も
沸
立
っ

た
が
、
こ
の
興
奮
は
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
﹇
一
八
七
三
年
﹈
の
時
代
に
頂
点
に
達
し
た
。

　

摑
み
直
せ
ば
現
代
芸
術
の
実
り
多
き
再
生
の
福
音
に
も
な
ろ
う
と
期
待
し
て
、
こ
の
よ
う
に
時
間
的
に
か
空
間
的
に
遠
い
芸
術
を
探

し
求
め
る
さ
な
か
に
、
視
線
は
郷
民
芸
術

0

0

0

0

（V
olkskunst

）
に
も
注
が
れ
た
。
十
九
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
て
も
や
は
り
広
く
地
方
の
全
域
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で
活
々
と
行
わ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

類
、
こ
う
し
た
活
動
は
す
で
に
近
代
の
影
響
が
枯
死
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
も
、
遺
さ
れ
た
多
く
の
証
拠

0

0

内
に
な

お
見
ら
れ
る
類
の
郷
民
芸
術
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
の
精
神
的
状
態
を
思
浮
べ
る
だ
け
で
、
郷
民
芸
術
の
作
品
に
、
未
来
の
生

産
活
動
に
と
っ
て
の
途
方
も
な
く
価
値
あ
る
、
こ
れ
ま
で
は
地
位
も
高
く
な
か
っ
た
黄
金
の
財
宝
を
見
付
け
た
、
と
の
思
込
み
は
よ
く

理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
出
し
ゃ
ば
ら
な
い
単
純
素
朴
な
創
意
、
形
体
に
は
見
え
見
え
の
わ
ざ
と
ら
し
さ
を
す
べ
て
遠
ざ
け
る
こ
と
、

大
方
み
ご
と
に
色
を
抑
え
つ
つ
色
付
飾
り
に
寄
せ
る
喜
び
―
―
郷
民
芸
術
作
品
で
は
当
り
前
の
、
こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
長
所
が
さ
き
の

世
代
の
人
々
に
は
二
倍
三
倍
に
も
好
も
し
く
訴
え
る
光
と
輝
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
と
に
大
昔
の
古
び
た
技
術
的
処
理
が
例
と
な
る
が

歴
然
た
る
欠
陥
ま
で
を
も
、
こ
れ
は
長
所
と
見
做
し
て
真
似
せ
よ
と
奨
め
勝
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
有
様
は
当
時
の
人
々
が
機
械
に
向
け

て
懐
い
た
嫌
悪
の
念
と
繋
が
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
生
じ
た
芸
術
的
害
悪
一
切
の
首
罪
を
機
械
の
所せ

為い

に
し
た
が
ゆ
え
の
嫌
悪

で
あ
る
。
技
術
革
新
に
背
く
こ
と
当
然
の
反
動
の
結
果
と
し
て
、
何
百
年
も
の
芸
術
的
塵ご

芥み

溜た
め

か
ら
掘
出
し
た
古
い
技
術
に
は
、
い
ず

れ
に
も
最
大
限
の
愛
情
を
注
い
だ
。
例
え
ば
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
過
ぎ
て
真
水
一
杯
に
覚
え
る
の
と
同
じ
気
持
で
、
こ
の
新
た
に
見
出
し

た
郷
民
芸
術
作
品
の
酔
っ
払
い
風
考
察
に
明
暮
れ
た
の
で
あ
る
。
芸
術
的
氷
菓
（Pana

﹇s

﹈c﹇h

﹈ee　

パ
ナ
シ
ュ　

色
彩
ゆ
た
か
な
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
ゼ
リ
ー
な
ど
）
を
見
付
け
た
と
信
じ
て
、
い
つ
も
水
で
は
味
気
な
い
と
直
ぐ
さ
ま
悟
り
直
す
に
違
い
な
い
と
は
思
わ
ず
、
す
で
に

ひ
と
た
び
歴
史
的
（historisch

）
と
な
れ
る
人
間
の
精
神
的
本
性
が
、
恐
ら
く
明
日
に
は
早
く
も
、
さ
ら
に
味
よ
い
品
を
欲
し
が
る
で

あ
ろ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
郷
民
芸
術
を
見
て
現
代
の
芸
術
創
造
活
動
に
役
立
つ
と
期
待
で
き
る
査
定
成
果
は
過
大
に
評
価
さ
れ
、
こ
の
評
価
に
は
誤

解
が
横
た
わ
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
え
る
姿
の
全
体
に
与
え
た
技
術
的
呼
称
に
よ
れ
ば
王
冠
す
ら
置
か
れ
た
―
―
す
な
わ
ち

当
の
全
体
を
家
内
工
業
（H

ausindustrie

）
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
論
述
の
後
で
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
郷
民
芸
術

に
つ
い
て
工
業
（Industrie 

産
業
）
を
語
る
の
が
完
全
な
的
外
れ
で
あ
る
こ
と
に
、
も
は
や
何
ら
特
別
の
証
明
も
必
要
で
な
い
。
誤
解
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の
生
じ
た
一
部
の
理
由
は
、
所
々
で
折
々
に
当
の
郷
民
芸
術
の
産
物
が
市
場
へ
ま
で
届
い
た
事
実
に
よ
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
家
内

仕
事
の
最
も
原
始
的
な
段
階
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
方
で
も
十
九
世
紀
半
ば
に
は
語
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
明
か

で
、
さ
き
ほ
ど
す
で
に
厳
然
と
認
め
ら
れ
た
。
控
え
目
に
で
あ
っ
た
と
し
て
も
流
通
と
市
政
と
は
東
方
で
も
到
る
と
こ
ろ
に
押
寄
せ
て

い
て
、
地
方
住
民
の
あ
い
だ
に
は
、
も
は
や
総
じ
て
各
戸
そ
れ
ぞ
れ
の
家
政
で
は
賄
い
切
れ
ず
現
金
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
需

品
が
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
て
例
の
ロ
ヴ
ォ
セ
リ
ツ
ァ
の
農
婦
ほ
ど
の
慎
み
な
く
折
々
に
余
分
の
家
財
を
手
放
す
者
も
多
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
や
は
り
い
つ
で
も
例
外
で
し
か
な
く
、
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
、
こ
う
し
た
農
民
の
生
産
活
動
に
、
な
ぜ
「
家
内
工
業

（H
ausindustrie

）」
と
い
う
誤
れ
る
呼
称
を
選
ん
だ
の
か
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
理
由
は
ま
た
し
て
も
、
十
九
世
紀
中
葉

の
わ
れ
わ
れ
の
社
会
状
態
に
見
ら
れ
た
特
別
な
精
神
的
傾
向
、
先
ん
じ
て
展
開
さ
れ
た
郷
民
芸
術
の
過
大
評
価
と
或
る
程
度
ま
で
矛
盾

す
る
精
神
的
傾
向
に
あ
る
が
、
も
と
よ
り
矛
盾
と
は
、
通
例
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
誤
謬
が
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
が
常
な
が
ら
、
し
か
も

犯
し
て
い
る
者
が
自
分
自
身
で
は
全
く
気
付
き
も
し
な
い
と
い
う
矛
盾
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
言
え
ば
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
郷
民
芸
術

に
、
一
方
で
は
古
風
な
も
の
、
現
代
な
ら
ざ
る
も
の
、
伝
統
か
ら
受
継
い
だ
も
の
を
評
価
し
敬
重
し
つ
つ
、
他
方
で
は
資
本
主
義
の
極

め
て
現
代
的
な
見
方
に
指
令
さ
れ
た
呼
称
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
方
と
の
関
係
を
断
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
こ

う
し
た
見
方
に
自
身
が
完
全
に
囚
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
存
在
を
要
求
で
き
る
の
は
、
た
だ
流
通
つ
ま
り
物
品
循
環
の
道

で
経
済
的
に
有
用
と
為
し
得
る
も
の
だ
け
と
思
わ
れ
た
。
農
民
に
よ
る
伝
統
的
産
物
の
本
来
の
歴
史
的
本
質
を
成
す
も
の
、
ま
さ
し
く

家
内
仕
事
の
概
念
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
見
定
め
た
も
の
、
こ
れ
に
向
け
て
は
感
覚
を
持
合
せ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
一
度
と
し
て
認
識

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
あ
れ
こ
れ
関
連
す
る
独
自
性
を
明
確
に
知
覚
し
て
規
定
す
る
た
め
の
機
関
（O

rgan

）、
然
る
べ
く
精
妙
に
調

律
さ
れ
た
機
関
が
当
時
は
欠
け
て
い
た
。
こ
う
し
て
国
民
的
家
内
工
業
（nationale H

ausindustrie

）
な
ど
と
語
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で

あ
り
、
し
か
も
さ
き
ほ
ど
見
た
ご
と
く
、
当
事
者
圏
の
注
目
を
集
め
た
的
は
、
ま
ず
は
産
物
の
芸
術
的
品
質
で
あ
っ
た
。
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だ
が
﹇
二
―
本
考
三
〇
頁
の
一
と
対
応
﹈
な
お
も
別
の
側
面
か
ら
、
こ
の
国
民
的
家
内
工
業
に
は
さ
ら
に
深
く
関
り
た
い
と
の
刺
戟
が

生
じ
た
。
こ
の
工
業
が
保
持
さ
れ
て
い
た
地
方
で
は
、
十
九
世
紀
の
進
む
に
つ
れ
目
に
見
え
て
地
方
住
民
の
経
済
的

0

0

0

事
情
に
変
化
が
生

じ
た
が
、
こ
の
変
化
は
政
治
指
導
圏
の
人
々
に
救
済
策
の
熟
考
や
思
案
を
呼
ば
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
難
題
は
主
と
し
て
工
業
の
途
方

も
な
い
躍
進
に
つ
れ
て
併
発
せ
る
地
代
の
低
下
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
太
古
の
基
盤
上
に
組
織
さ
れ
て
い
た
農
民
、
こ
と
に
南
ハ
ン

ガ
リ
ー
、
ご
く
最
近
ま
で
依
然
と
し
て
自
営
的
家
族
所
帯
つ
ま
り
家
屋
共
同
体
（H

auskom
m
union

）
の
優
勢
で
あ
っ
た
南
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
住
民
が
急
速
で
見
紛
う
も
な
い
貧
困
化
に
落
込
ん
だ
。
も
は
や
地
所
（Grund und Boden

）
は
農
民
を
養
う
に
十
分
で
な
い
と
判

れ
ば
、
新
た
な
生
計
源
泉
を
開
発
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
源
泉
の
ひ
と
つ
が
全
く
思
い
も
か
け
ず
、
ま
さ
し

く
「
国
民
的
家
内
工
業
」
に
現
れ
る
か
と
見
え
た
。
も
と
よ
り
農
民
は
昔
か
ら
、
ま
さ
に
家
内
仕
事
の
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

（Produktion

）

が
要
す
る
類
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
先
の
器
用
さ
を
持
合
せ
て
い
た
。
こ
の
器
用
さ
を
農
民
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
熱
心
に
育
て
さ
せ
、

市
場
用
倉
庫
に
貯
え
さ
せ
る
ほ
ど
に
働
か
せ
、
不
十
分
な
地
方
経
済
的
業
務
が
予
算
に
招
い
た
穴
を
、
売
上
金
で
埋
め
さ
せ
よ
う
で
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
昔
か
ら
慣
れ
て
い
る
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

の
軌
道
は
完
全
に
守
っ
て
貰
い
な
が
ら
も
農
民
に
は
、
そ
の
ま
ま
経

済
的
救
済
の
見
込
め
る
道
を
教
え
ら
れ
る
、
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
道
を
政
治
指
導
圏
の
当
事
者
に
一
石
二
鳥
、
以
上
の
真

に
理
想
的
な
道
と
思
わ
せ
た
も
の
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、「
国
民
的
家
内
工
業
」
の
芸
術
的
諸
形
体
を
も
、
い
つ
起
る
と

も
知
れ
な
い
没
落
以
前
に
救
え
る
、
ど
こ
ろ
か
反
対
に
、
こ
う
し
た
諸
々
の
形
体
に
初
め
て
正
し
い
普
及
の
世
話
を
し
て
や
れ
る
、
と

思
込
ん
だ
事
情
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
き
わ
め
て
望
ま
し
い
二
重
目
標

0

0

0

0

（D
oppelziel

）
が
一
挙
に

0

0

0

達
成
で
き
る
と
見
え
た
。
一
方
で

は
、
昔
か
ら
慣
れ
て
い
る
経
済
的
基
盤
か
ら
無
理
矢
理
に
引
裂
く
こ
と
な
く
、
貧
困
化
せ
る
地
方
民
を
経
済
的
に
強
化
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
目

標
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
手
短
に
は
郷
民
芸
術
と
呼
ん
で
よ
か
ろ
う
「
国
民
的
家
内
工
業
」
の
、
こ
れ
ほ
ど
に
も
価
値
あ
り
と
認
め
ら

れ
た
芸
術
的
品
質
の
普
及

0

0

0

0

0

0

0

0

を
助
成
す
る
と
い
う
目
標
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
郷
民
芸
術
に
繋
が
る
問
題
の
解
明
を
主
に
扱
う
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
目
標
の
二
番
目
つ
ま
り
「
国
民
的
家
内
工
業
」
の

芸
術
的
諸
形
体
の
保
存
お
よ
び
普
及
に
は
、
ど
の
程
度
ま
で
近
付
い
て
い
る
か
、
と
い
う
疑
問
の
吟
味
に
絞
る
だ
け
で
十
分
と
見
え
る

で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
あ
れ
こ
れ
多
く
の
事
柄
を
経
験
し
て
き
た
通
り
、
経
済
体
制
（W

irtschaftssystem

）
と
芸
術
的
生
産
活
動

（Produktion
）
と
の
あ
い
だ
を
統
べ
る
内
的
結
合
で
は
、
経
済
と
い
う
第
一
点
を
も
顧
慮
す
る
こ
と
が
、
た
だ
目
的
に
適
う
ば
か
り
で

な
く
、
ま
さ
に
不
可
避
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、
さ
き
ほ
ど
も
ま
ず
は
家
内
仕
事
の
本
質
を
見
定
め
て
、
よ
う
や
く

こ
こ
か
ら
郷
民
芸
術
の
本
質
を
取
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
同
様
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
第
一
点
を
優
先
さ
せ
た
い
。

　
﹇
―
一
﹈
国
民
的
家
内
工
業
は
好
も
し
い
と
見
て
、
慣
れ
た
経
済
的
軌
道
か
ら
切
離
す
こ
と
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

地
方
民
に
実
利
的
収
益
増
加
と
な

る
源
泉
の
開
発
を
目
標
に
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
少
く
と
も
「
慣
れ
た
軌
道
か
ら
切
離
さ
ず
に
」
と
い
う
点
で
思
違
い
が
あ
っ
た
。
今
後

の
経
営
が
農
民
の
た
め
に
具
合
よ
い
と
夢
見
た
経
済
体
制
は
、
も
は
や
農
民
に
伝
統
か
ら
伝
え
ら
れ
た
体
制
で
な
い
ば
か
り
か
、
根
本

に
お
い
て
は
、
こ
の
力
で
農
民
を
守
っ
て
や
り
た
い
敵
手
と
見
誤
っ
た
工
場
体
制
（Fabrikssystem

）
に
少
し
も
劣
ら
ず
、
現
代
的
に

し
て
資
本
主
義
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
見
届
け
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
例
を
挙
げ
て
、
旧
い
生
産
活
動
か
ら
新
し
い
生
産

活
動
へ
の
移
行
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
て
い
る
か
と
調
べ
た
い
。

　

あ
る
土
地
に
「
国
民
的
家
内
工
業
」
た
る
絨
毯
織
成
の
知
識
が
保
た
れ
て
い
て
、
今
後
こ
れ
を
大
量
販
売
で
利
益
の
出
る
生
産
活
動

に
組
織
化
し
た
く
願
っ
た
、
と
仮
定
し
よ
う
。
個
々
の
品
は
折
々
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
市
場
に
出
て
は
、
即
座
に
都
会
の
愛
好
家
に
売

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
農
民
に
奨
め
ら
れ
た
の
は
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
専
ら
、
あ
る
い
は
主
と
し
て
自
分
用
だ
け
に
で
な
く
、

幾
ら
か
の
労
働
時
間
を
割
い
て
、
市
場
用
に
と
仕
上
げ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
長
い
説
得
の
す
え
農
民
は
了
解
し
て
作
業
に
取
掛
る
は

ず
と
な
っ
た
が
、た
ち
ま
ち
困
難
が
ひ
と
つ
生
じ
た
。
在
庫
用
絨
毯
の
織
成
に
要
す
る
原
料
が
農
民
に
は
自
在
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

自
分
自
身
や
家
族
仲
間
に
必
要
な
品
を
作
る
に
は
手
持
ち
二
三
頭
の
羊
で
十
分
足
り
た
が
、
そ
れ
以
上
の
品
を
と
な
れ
ば
材
料
が
不
足
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し
た
。
そ
れ
ゆ
え
材
料
を
他
所
で
調
達
し
な
け
れ
ば
、
言
い
か
え
る
と
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
御
覧
の
通
り
、
い

わ
ば
あ
ら
ゆ
る
家
内
仕
事
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

の
根
基
が
、
す
な
わ
ち
自
営
の
も
と
に
生
産
さ
れ
用
意
さ
れ
る
原
料
が
当
初
の
希
望
図
か
ら
早

く
も
引
抜
か
れ
る
。
だ
が
必
要
な
原
料
を
買
う
資
金
は
農
民
に
は
全
く
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
。
農
民
を
決
し
て
暴
利
や
負
債
に
落
込

ま
せ
な
い
た
め
に
、
市
場
開
拓
過
程
全
体
の
弁
舌
家
や
後
援
者
は
事
柄
自
体
を
み
ず
か
ら
引
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
総
額
を

出
し
合
っ
て
大
量
の
原
料
購
入
を
企
て
、
あ
と
当
の
原
料
を
好
も
し
い
条
件
で
農
民
の
織
り
手
に
前
貸
し
す
る
の
は
、
ふ
つ
う
私
的
な

人
々
（
と
き
と
し
て
国
体 Staat

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
生
産
活
動
で
は
こ
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら
原
料
に
投
資
さ
れ
て
経
営
資
本

（Betriebskapital

）
の
起
動
す
る
姿
が
見
え
る
が
、大
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

で
は
経
営
資
本
な
ど
語
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
。

　

さ
て
幸
い
に
も
原
材
料
は
手
に
入
り
、
織
り
の
作
業
は
楽
し
く
捗
る
。
か
な
り
の
絨
毯
が
仕
上
っ
た
し
、
こ
う
な
れ
ば
買
っ
て
貰
い

た
い
。
そ
こ
で
最
も
近
く
の
街
へ
出
掛
け
る
が
、
こ
こ
の
歳
の
市
で
こ
れ
ま
で
農
民
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
自
分
に
有
る
だ
け
の
品
々
を

売
上
げ
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
直
ぐ
さ
ま
、こ
の
小
さ
く
狭
い
市
場
で
は
申
出
の
多
量
絨
毯
は
消
化
で
き
な
い
と
判
る
。

市
場
の
あ
ま
り
多
く
な
い
顧
客
間
で
、
は
や
需
要
も
見
込
め
な
い
自
作
の
絨
毯
を
、
二
足
三
文
で
叩
売
り
で
き
れ
ば
農
民
も
う
れ
し
か

ろ
う
が
、
駄
目
な
ら
ば
家
へ
持
帰
っ
て
寝
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
程
そ
の
よ
う
な
貯
蔵
は
以
前
に
も
生
じ
て
い
た
。
例
え
ば
ロ

ヴ
ォ
セ
リ
ツ
ァ
の
農
婦
が
二
十
八
枚
の
襯シ

ャ
ツ衣
を
用
い
ず
に
寝
か
し
て
い
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
見
た
。
け
れ
ど
も
双
つ
の
例
の
あ
い
だ

に
は
、
き
わ
め
て
由
々
し
い
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
農
婦
に
と
っ
て
襯
衣
は
財
宝
で
あ
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
何
の
用

立
て
も
な
い
か
ら
と
て
持
主
の
農
婦
に
少
し
の
損
も
生
じ
は
し
な
い
。と
こ
ろ
が
売
れ
な
い
絨
毯
と
は
文
字
通
り
の
死
せ
る
資
本（todes 

K
apital 

死
蔵
資
本
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
労
働
（A

rbeit

）
自
体
は
差
引
い
て
も
、
や
は
り
原
材
料
に
投
資
さ
れ
た
資
本
が
残
っ
て
ゆ
く

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
ま
た
し
て
も
一
点
、
見
た
目
に
は
同
一
的
（identisch

）
と
映
る
生
産
方
式
の
双
つ
な
が
ら
、
古
い
方
式

と
新
し
い
方
式
と
を
別
つ
深
淵
が
ま
ざ
ま
ざ
と
な
る
一
点
で
あ
る
。
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だ
が
販
売
を
狙
っ
て
作
ら
れ
た
絨
毯
の
運
命
の
行
手
へ
と
戻
ろ
う
。
こ
れ
が
売
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
と
、
全
活
動
と
結
ば
れ
て
い
る

最
終
目
的
が
空
し
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
絨
毯
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
販
路
を
開
こ
う
と
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遠
く
の
市
場
を
個

人
で
捜
す
こ
と
は
農
民
に
期
待
で
き
な
い
。
と
な
れ
ば
仲
介
役
と
し
て
小
売
商
人
（H

ändler

）
を
引
寄
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
も
「
国
民
的
家
内
工
業
」
の
過
程
内
で
順
々
に
行
わ
れ
る
業
務
連
鎖
に
お
い
て
通
常
か
つ
不
可
欠
の
一
環
で
あ
っ
て
、
消
費
者
に

届
く
最
後
ま
で
に
、
な
お
も
当
の
産
物
は
商
人
の
介
在
を
あ
い
だ
に
必
要
と
す
る
。

　

ひ
る
が
え
り
、
こ
の
過
程
を
家
内
仕
事
の
ば
あ
い
と
比
べ
て
み
よ
う
。
家
内
仕
事
で
は
生
産
者
と
消
費
者
は
同
一
人
で
あ
り
、
財
は

自
営
経
済
で
作
ら
れ
、
原
材
料
か
ら
仕
上
り
品
に
到
る
ま
で
一
度
と
し
て
持
主
を
替
え
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
代
的
意
味
に
お
け
る

「
国
民
的
家
内
工
業
」
で
は
反
対
に
、
生
産
者
と
消
費
者
が
た
だ
切
離
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
消
費
者
に
届
く
ま
で
財
は
幾
度
と
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

く
持
主
を
替
え
る

0

0

0

0

0

0

0

が
、
こ
う
な
る
の
は
、
す
で
に
原
材
料
が
も
と
も
と
絨
毯
織
り
手
以
外
の
手
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
描
い
た
新
た
な
経
済
体
制
は
実
際
に
は
工
業
（Industrie 

産
業
）
で
あ
り
、
こ
の
新
た
な
意
味
だ
け
で
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

代
り
に
選
ば
れ
た
家
内
工
業
（H
ausindustrie
）
な
る
言
葉
は
ま
こ
と
に
旨
く
選
ば
れ
た
語
で
あ
る
と
思
え
る
。
語
内
で
古
い
国
民
的

家
内
仕
事
や
郷
民
芸
術
と
結
ば
れ
て
い
る
限
り
、
理
の
当
然
と
し
て
国
民
的
（national

）
な
家
内
工
業
を
語
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
代
の
、
こ
の
真
正
（echt

）
な
家
内
工
業
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
方
民
の
大
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
家
内
仕

事
の
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

か
ら
は
、
家
内
工
業
と
発
展
史
上
か
な
り
等
し
い
段
階
に
立
つ
工
場
体
制
（Fabrikssystem

）
と
同
じ
ほ
ど
遠
く
に

区
別
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
家
内
工
業
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
方
で
も
広
く
普
及
し
て
い
る
と
見
る
が
、
も
は
や
当
然
こ
の
家
内
工
業
を
農

民
の
家
内
仕
事
に
結
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
西
方
で
家
内
工
業
へ
向
け
て
の
原
初
的
出
発
点
と
し
て
役
立
っ
た
の
は
、
ツ
ン

フ
ト
（Zunft 

同
業
組
合
・
ギ
ル
ド
）
を
排
除
し
た
後
さ
ま
ざ
ま
に
散
開
せ
る
手
仕
事
（H

andw
erk

）
で
あ
る
。
例
え
ば
フ
ォ
ー
ア
ア
ル

ル
ベ
ル
ク
﹇V

orarlberg 

ス
イ
ス
と
接
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
西
端
の
州
﹈
の
家
内
工
業
た
る
刺
繡
（Stickerei

＝H
ausindustrie

）
を
見
る
が
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よ
い
。
こ
れ
は
以
前
の
農
民
の
家
庭
内
刺
繡
と
結
ば
れ
て
い
な
い
し
、
近
年
よ
う
や
く
東
ス
イ
ス
か
ら
導
入
さ
れ
て
当
地
に
定
着
せ
る

品
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
フ
ォ
ー
ア
ア
ル
ル
ベ
ル
ク
で
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
は
、
市
場
用
に
働
く
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

王
国
東
方
の
「
国
民
的
家
内
工
業
」
と
ま
さ
し
く
同
様
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
家
内
工
業
の
生
産
活
動
全
体
に
お
い
て
最
も
重
要
な

因
子
は
、
品
々
を
人
へ
と
運
ぶ
小
売
商
人
（H

ändler 

業
者
）
で
あ
る
。
地
方
で
仕
上
る
大
量
の
品
々
を
集
め
て
買
占
め
、
消
費
者
へ
と

運
ぶ
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
能
に
国
民
経
済
学
は
問
屋
（V
erleger 

問
屋
制
前
貸
人
）
な
る
語
の
使
用
を
定
め
、
こ
う
し
て
最
近
で

は
家
内
工
業
に
替
え
て
、
実
際
に
一
段
と
的
確
な
問
屋
制
工
業
（V

erlagsindustrie

）
の
語
を
用
い
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
つ
い
に

労
働
者
が
自
身
の
工
作
品
に
労
働
時
間
を
挙
げ
て
用
い
る
こ
と
も
全
く
起
り
得
な
く
な
っ
た
か
ら
に
は
、
や
は
り
家
（H

aus

）
が
い
ま

で
は
ほ
と
ん
ど
偶
然
的
な
低
次
の
役
割
し
か
演
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
工
場
家
屋
の
代
り
に
自
分
の
家
で
働
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
ビ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
教
授
の
み
ご
と
な
定
義
に
従
う
な
ら
ば
、
家
内
工
業
と
は
求
心
解
除
的
工
場
労
働

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（dezentralisierte 

Fabriksarbeit

）
に
他
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

。

　

し
た
が
っ
て
、
古
く
か
ら
受
継
が
れ
た
手
仕
事
能
力
を
市
場
商
品
制
作
の
た
め
に
活
用
さ
せ
つ
つ
地
方
を
指
導
し
て
き
た
経
済
的
軌

道
は
、
決
し
て
過
去
何
百
年
来
の
伝
統
的
路
線
で
な
く
、
新
し
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
最
新
の
路
線
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
は
最
初
に

思
違
い
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
て
最
終
目
的
の
達
成
を
、
す
な
わ
ち
当
の
地
方
住
民
の
全
般
的
福
祉
を
意
図
的
経
済
的
に
強

化
し
向
上
さ
せ
る
こ
と
ま
で
疑
問
と
す
る
に
は
当
ら
な
い
。
ま
た
誤
解
の
危
険
は
こ
と
ご
と
く
除
く
た
め
に
力
を
込
め
て
強
調
し
て
お

き
た
い
が
、
わ
れ
ら
が
王
国
東
部
地
方
へ
の
問
屋
制
工
業
（V

erlagsindustrie

）
導
入
に
よ
る
何
ら
か
の
有
益
な
る
結
果
を
疑
問
視
す

る
こ
と
は
私
か
ら
は
程
遠
い
。
全
般
的
に
見
て
問
屋
制
工
業
は
確
か
に
国
民
経
済
学
者
た
ち
の
理
想
で
は
な
く
、
こ
と
に
問
屋
業

（Zw
ischenhandel

）
に
よ
る
搾
取
は
、
こ
の
生
産
体
制
に
し
ば
し
ば
生
じ
る
特
別
な
不
都
合
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
西
方
な
ら

ば
飢
餓
賃
金
で
あ
る
も
の
が
、
東
方
で
は
な
お
全
く
堂
々
と
人
を
養
え
る
し
、
実
際
に
、
問
屋
制
工
業
に
よ
る
少
く
と
も
現
下
の
廉
価
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な
生
活
費
、
お
よ
び
製
品
販
売
の
国
家
的
機
関
に
よ
る
恒
常
的
な
注
意
深
い
監
視
は
、
東
方
の
多
く
の
農
民
管
区
に
お
け
る
福
祉
を
、

少
く
と
も
こ
の
瞬
間
で
は
比
較
的
好
便
な
問
題
解
決
を
見
せ
て
く
れ
た
、
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
第
二
点
﹇
―
二　

三
五
頁
に
対
応
﹈
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
本
来
の
主
要
疑
問
の
解
明
に
移
ろ
う
―
―
「
国
民
的
家
内
工
業

0

0

0

0

0

0

0

」

の
宣
伝
普
及
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
郷
民
芸
術
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ど
の
程
度
ま
で
没
落
か
ら
救
え
た
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
の
疑
問
へ
の
回
答
は
、
当
の
努
力
の
経

済
的
帰
結
を
詳
し
く
解
明
す
る
こ
と
で
、
ま
こ
と
に
易
々
と
出
せ
た
。
す
な
わ
ち
証
明
さ
れ
た
と
見
え
る
の
は
、
現
代
の
「
国
民
的
家

内
工
業
」
が
も
は
や
古
い
家
内
仕
事
と
同
一
で
は
な
く
、
本
質
的
に
異
な
る
全
く
新
た
な
経
済
的
発
展
局
面
を
成
し
て
い
て
、
家
内
仕

事
と
郷
民
芸
術
と
の
あ
い
だ
で
互
換
的
に
統
べ
て
い
た
緊
密
で
解ほ

ど

き
が
た
い
生
存
条
件
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
「
国
民
的
家
内
工
業
」

に
助
成
を
見
出
す
芸
術
は
も
は
や
郷
民
芸
術
で
は
あ
り
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
個
々
の
形
体
や
型
の
缶
詰
的
保
存
に
或
い
は
役
立
つ
と
し
て

も
、
固
有
独
得
の
根
柢
的
独
自
性
を
具
え
る
郷
民
芸
術
の
維
持
に
は
繋
が
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
し
か
残
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
下
さ
れ
る
結
論
は
正
し
い
と
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
た
だ
二
三
点
の
議
論
だ
け
で
あ
る
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
﹇
イ
﹈、
農
民
が
も
は
や
自
家
用
な
ら
ぬ
市
場
用
に
も
の

0

0

を
作
り
は
じ
め
た
瞬
間
か
ら
、
当
の
芸
術
的
品
質
に
は
、

さ
き
に
家
内
仕
事
の
労
働
か
ら
奴
隷
ま
し
て
や
賃
金
仕
事
師
へ
と
変
る
移
行
に
不
可
避
で
必
然
と
確
め
た
、
例
の
帰
結
が
す
べ
て
登
場

す
る
。
労
働
は
も
は
や
真
に
最
善
最
美
の
産
物
成
就
を
狙
い
と
せ
ず
、
品
質
、
よ
り
よ
く
言
え
ば
品
質
を
目
指
す
苦
労
は
賃
金
次
第
と

な
り
需
要
次
第
と
な
ろ
う
。
だ
が
ひ
と
た
び
金
銭
収
入
が
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

の
本
来
的
動
因
と
な
っ
て
し
ま
う
や
、
あ
と
は
余
儀
な
く
、
わ

け
て
も
で
き
る
だ
け
生
産

0

0

0

0

0

0

0

費コ
ス
ト用
を
安
く
抑
え
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

が
顧
慮
さ
れ
る
。
以
前
の
家
内
仕
事
で
は
絶
対
的
に
善
き
も
の
が
至
上
の
究
極
目

的
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
び
く
び
く
で
品
物
と
制
作
費コ

ス
ト用
と
の
目
安
が
計
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
業
的
考
量
が
す
で
に
ど
れ
ほ
ど
品

質
の
劣
化
に
働
い
て
い
る
か
、
証
拠
と
し
て
私
は
ま
た
し
て
も
自
分
の
経
験
を
も
と
に
、
さ
き
ほ
ど
選
ん
だ
絨
毯
の
例
を
挙
げ
た
い
。

近
年
の
南
ス
ラ
ヴ
地
方
で
取
引
の
た
め
実
際
の
家
内
工
業
に
よ
る
方
式
で
作
ら
れ
る
絨
毯
が
、家
内
仕
事
時
代
の
古
い
見
本
に
比
べ
て
、
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織
毛
が
短
く
、
長
持
ち
の
度
合
は
は
る
か
に
低
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
今
日
で
も
以
前
同
様
に
厚
く
織
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の

材
料
と
時
間
を
費
す
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
て
計
上
さ
れ
る
値
段
の
ほ
ど
に
、
買
手
は
誰
で
も
恐
れ
を
成
す
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
ひ
と
つ
﹇
ロ
﹈
芸
術
的
品
質
に
と
っ
て
不
都
合
こ
の
上
な
い
事
情
は
、
制
作
中
に
た
び
た
び
生
じ
る
物
品
の
変
更

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

例
え
ば
さ
き
に
見
た
通
り
、
絨
毯
を
織
る
農
民
は
原
材
料
の
紡
ぎ
糸
や
羊
毛
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
買
う
の
は
色
染

め
の
羊
毛
で
、
農
民
に
は
大
量
の
羊
毛
を
染
め
る
手
段
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
十
九
世
紀
に
染
色
化
学
で
果
さ
れ
た
徹
底

的
変
革
を
思
う
と
、
ど
れ
ほ
ど
郷
民
芸
術
に
新
た
な
色
の
登
場
が
破
壊
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
に
違
い
な
い
か
、
推
測
は
で
き
よ
う
。
自

然
素
朴
に
芸
術
を
創
造
す
る
人
々
に
と
っ
て
色
は
ど
こ
ま
で
も
本
質
的
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
々
の
芸
術
的
直
観
は
、
大
方
は
土
着

自
生
の
植
物
か
ら
取
れ
る
伝
統
的
な
色
と
深
い
と
こ
ろ
で
合
生
し
て
き
た
。
だ
が
別
種
の
色
調
が
い
ま
や
差
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最

初
は
抗
う
も
の
の
、
廉
価
が
心
を
惑
わ
し
、
本
来
の
色
を
欲
し
い
だ
け
準
備
す
る
困
難
も
次
第
に
昂
じ
て
、
つ
い
に
人
々
は
降
伏
す
る
。

喜
ば
し
い
は
ず
も
な
い
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
い
か
な
る
批
判
を
も
こ
こ
で
は
差
控
え
て
、
こ
の
結
果
が
郷
民
芸
術
と

関
り
合
う
運
命
だ
け
を
問
う
な
ら
ば
、
古
く
か
ら
慣
れ
た
色
世
界
か
ら
切
離
さ
れ
た
農
民
が
、
お
の
れ
の
確
実
素
朴
な
芸
術
創
造
の
本

質
的
要
素
の
ひ
と
つ
全
部
を
こ
う
し
て
失
う
こ
と
、
は
容
易
く
見
抜
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
﹇
ハ
﹈
賃
金
仕
事
へ
と
移
行
の
さ
い
早
く
も
競
争
（K

onkurrenz

）
が
始
ま
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。
誰
よ
り
も
速
く
、
で

き
れ
ば
よ
り
善
く
、
で
な
く
と
も
よ
り
安
く
、
と
働
き
、
顧
客
を
芸
術
面
で
も
満
足
さ
せ
て
、
競
争
相
手
に
勝
と
う
と
す
る
。
こ
こ
か

ら
必
然
的
に
生
じ
る
の
が
、
道
具
で
も
技
能
で
も
改
良
す
る
こ
と
で
労
働
時
間
を
短
縮
し
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
る
。
す
て
き
な
「
旧

式
技
術
」
な
る
も
の
は
通
例
、
修
得
ま
で
に
飽
々
す
る
ほ
ど
長
い
時
間
が
か
か
る
と
い
う
根
本
的
欠
陥
が
痛
い
。
古
物
愛
好
と
実
践
と

を
追
込
む
、
こ
の
よ
う
な
窮
境
の
な
か
で
、
旨
く
行
け
ば
、
で
き
る
だ
け
双
方
を
合
致
さ
せ
た
い
も
の
と
努
め
る
と
、
技
術
は
手
放
さ

ぬ
ま
ま
道
具
を
改
良
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
道
具
の
扱
い
方
は
保
守
的
な
る
農
民
に
、
ま
ず
は
教
義
と
し
て
教
え
込
ま
な
く
て
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は
な
ら
ず
、
こ
こ
か
ら
家
内
工
業
学
校
（H

ausindustrieschule

）
の
設
立
へ
と
進
む
。
ひ
と
た
び
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
技
術
的
な
る
も

の
か
ら
芸
術
的
な
る
も
の
へ
移
る
の
は
一
歩
の
こ
と
で
し
か
な
く
、
名
高
い
優
秀
さ
は
多
々
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
れ
こ
れ
の
形

体
や
手
本
に
も
、
あ
ち
こ
ち
に
直
す
べ
き
こ
と
、
換
え
る
べ
き
、
整
え
る
べ
き
、
等
々
の
こ
と
あ
り
と
学
び
知
っ
た
。
こ
う
し
て
芸
術

的
関
係
で
真
に
敬
重
で
き
る
こ
と
も
折
々
に
は
成
る
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
し
て
も
私
は
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
、
こ
う
し
た
感
化
に
よ

る
目
標
と
さ
れ
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
批
評
す
る
つ
も
り
が
な
い
と
繰
返
す
。
け
れ
ど
も
右
の
ご
と
き
成
果
の
総
計
で
は
、
も
は
や
こ

れ
を
郷
民
芸
術
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
ひ
と
つ
﹇
ニ
﹈
最
後
だ
が
、
こ
れ
ま
で
と
の
連
関
で
最
も
重
要
な
因
子
を
吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
―
―
顧
客

0

0

（A
bnehm

er 

買
手
）
の
こ
と
で
あ
る
。
農
民
に
よ
る
家
内
工
業
産
品
の
主
要
部
分
は
都
市
圏
の
顧
客
を
当
込
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
国
民
的
芸
術
へ

の
感
激
が
ま
ず
は
突
如
と
し
て
燃
え
あ
が
り
、
上
向
き
と
な
る
勢
い
の
な
か
で
は
、
顧
客
は
も
ち
ろ
ん
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
例
え
ば
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
、
ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ
ン
﹇
ル
ー
マ
ニ
ア
中
部
の
歴
史
的
地
方
名
。
現
在
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
﹈
か
ら
出
る
粗

目
で
鮮
か
な
色
と
り
ど
り
の
刺
繡
が
ど
れ
ほ
ど
高
く
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
。
け
れ
ど
も
す
で
に
い
ま
で
は
熱
狂
も
目
立
っ
て
減
退

し
た
。
わ
れ
わ
れ
現
代
の
文
化
人
が
ひ
と
た
び
は
新
し
が
り
屋
で
あ
っ
て
も
、
国
際
的
流モ

ー
ド行
が
ふ
た
た
び
権
利
を
要
求
す
る
。
永
遠
な

る
水
は
味
気
な
し
と
感
じ
始
め
る
や
、
ま
た
も
わ
れ
わ
れ
の
尊
大
な
本
性
に
似
合
わ
し
い
シ
ャ
ン
パ
ン
に
手
を
伸
ば
す
。
家
内
工
業
内

の
芸
術
に
寄
せ
た
感
激
騒
ぎ
の
全
体
は
、
こ
れ
も
本
来
ま
さ
し
く
、
流モ

ー
ド行
の
現
れ
で
し
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
加
え
て
事
情
を
厄
介
に

す
る
の
は
、
こ
の
種
の
芸
術
の
本
性
上
、
郷
民
芸
術
の
個
々
の
地
域
い
ず
れ
も
が
、
土
着
固
有
と
い
う
乏
し
い
数
の
形
体
し
か
扱
え
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
わ
ず
か
な
形
体
だ
け
に
家
内
工
業
が
留
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
買
手
は
た
ち
ま
ち
厭あ

き

々
す
る
だ
ろ
う
が
、
さ
り
と

て
他
所
の
形
体
に
手
を
伸
ば
せ
ば
、
伝
統
を
家
内
工
業
が
壊
し
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
も
、
郷
民
芸
術
の
様
式
と
な
っ
た
撫
子
、
林
檎
、

等
々
の
全
般
を
、
ひ
と
た
び
都
会
の
趣
味
が
も
は
や
味
わ
う
好
み
な
ら
ず
と
拒
め
ば
、
農
民
の
家
内
工
業
も
趣
味
の
変
化
に
合
せ
て
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意モ
テ
ィ
ー
フ
匠
を
国
際
的
芸
術
か
ら
取
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
と
き
家
内
工
業
に
お
け
る
郷
民
芸
術
な
る
幻
想
（Illusion

）
は
最
終
的
根
本
的
に

終
り
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
少
く
と
も
家
内
工
業
そ
の
も
の
の
、
と
は
他
な
ら
ぬ
農
民
の
望
み
は
、
郷
民
芸
術
に
固
執
す
る
こ
と

で
な
か
っ
た
か
。
い
や
、
農
民
は
訳
も
な
く
上
流
の
芸
術
社
会
に
触
れ
て
は
来
な
か
っ
た
―
―
い
ま
や
自
分
だ
っ
て
、
も
は
や
水
で
済

ま
せ
た
く
は
な
い
が
、
シ
ャ
ン
パ
ン
は
や
は
り
高
過
ぎ
る
の
で
、
せ
め
て
フ
ー
ゼ
ル
酒
が
欲
し
い
と
願
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
安
ブ
ラ

ン
デ
ー
を
行
商
人
や
縁
日
市
場
が
農
民
に
小
売
り
す
る
（
＊
）。

　

 （
＊
）
こ
の
関
係
で
教
え
る
と
こ
ろ
大
き
い
事
実
が
観
察
さ
れ
る
―
―
ガ
リ
チ
ア
・
ポ
ド
リ
ア
（Galizisch-Podolien

）
地
方
の
農
民
が
自
分
ら

の
贅
沢
品
つ
ま
り
絨
毯
（
キ
リ
ム
）
を
、
何
と
、
確
か
に
農
家
の
人
々
に
で
は
あ
る
が
、
家
内
工
業
で
は
な
く
賃
金
仕
事
の
遣
り
方
で
作
ら
せ

て
い
る
！　

農
民
の
贅
沢
品
は
断
じ
て
、
こ
れ
を
土
台
に
家
内
工
業
を
立
て
る
仕
甲
斐
あ
る
も
の
で
な
か
ろ
う
。
恐
ら
く
、
た
だ
都
市
の
大
量

需
要
だ
け
に
し
か
、
家
内
工
業
は
十
分
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
郷
民
芸
術
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
と
す
ら
言
え
な
く
と
も
、
農
民
に

よ
る
家
内
工
業
の
道
で
活
々
と
守も

り

立た

て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
信
じ
る
の
は
錯
覚
（T

äuschung

）
で
あ
る
。
こ
の
郷
民
芸
術
の
個
々

の
形
体
、
い
や
多
く
の
形
体
は
家
内
工
業
に
お
い
て
応
用
で
き
る
し
、
こ
う
し
た
企
て
に
わ
れ
わ
れ
が
願
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
的

成
果
で
あ
り
経
済
的
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
当
の
成
果
は
も
は
や
、
最
高
度
に
利
己
的
な
る
が
ゆ
え
に
利
己
的
な
ら
ぬ
こ
と
こ

の
上
な
い
も
の
づ
く
り
（Produktion

）
の
、
理
想
の
微
光
と
香
気
に
身
ぐ
る
み
包
ま
れ
た
郷
民
芸
術
で
は
な
い
。
ま
た
家
内
仕
事
の

典
型
的
形
体
に
は
や
が
て
、
浜
辺
の
砂
粒
へ
と
ば
か
り
に
、
流モ

ー
ド行
趣
味
（M

odegeschm
ack

）
の
海
も
大
波
と
な
っ
て
逆
巻
く
で
あ
ろ

う
。

　

郷
民
芸
術
の
生
存
能
力
と
分
ち
が
た
く
結
ば
れ
て
い
る
の
が
最
も
簡
単
な
経
済
的
生
産
形
式
で
あ
り
、
わ
け
て
も
家
内
仕
事
で
あ

る
。
郷
民
芸
術
を
生
永
ら
え
さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
家
内
仕
事
を
支
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
仕
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事
に
打
込
も
う
と
、
誰
が
真
面
目
に
望
む
の
か
。
家
父
長
制
の
家
族
関
係
や
生
活
状
態
で
あ
り
比
較
的
無
欲
で
あ
る
こ
と
が
今
日
な
お

家
内
仕
事
の
存
立
を
可
能
に
し
て
い
る
例
の
僅
少
な
地
域
で
す
ら
、
交
通
の
便
が
よ
く
な
り
、
い
ま
ま
で
よ
り
高
度
の
必
要
を
覚
え

て
、
こ
れ
を
満
足
さ
せ
た
い
と
望
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
家
内
仕
事
は
消
え
失
せ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
き
ほ
ど
例
を
挙
げ
た
、
あ

の
気
高
く
淳
朴
な
心
根
を
ル
ー
マ
ニ
ア
の
農
婦
に
は
永
遠
に
持
続
け
て
貰
い
た
い
と
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
な
ど
を
万
里
の

長
城
で
囲
ま
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
不
可
能
と
思
え
る
こ
と
を
、
そ
れ
で
も
自
分
の
歴
史
的
（historisch

）
気
紛
れ
の
た
め
に

試
み
、
家
内
仕
事
の
体
制
や
こ
れ
に
連
な
る
諸
事
に
張
付
け
て
、
そ
の
よ
う
な
幽
閉
の
郷
民
を
人
工
的
に
維
持
し
た
い
な
ど
と
願
う
の

で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
根
拠
で
こ
の
試
み
の
責
任
を
取
れ
る
の
か
。
郷
民
に
も
よ
く
解
る
幸
福
と
な
り
祝
福
に
な
る
よ
、
と
偽
る
こ
と

は
確
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
こ
う
し
て
自
分
を
信
じ
る
気
に
は
な
る
ま
い
し
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
同
じ
幸
運
を
分
け
持
つ
と
決
意

し
な
い
限
り
、
言
い
か
え
る
と
何
千
年
も
か
け
て
手
に
入
れ
た
文
化
設
備
の
こ
と
ご
と
く
を
投
棄
て
て
、
黄
金
時
代
の
家
父
長
制
的
無

欲
へ
立
返
る
と
決
意
し
な
い
限
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
の
は
当
り
前
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
よ
う
な
一
歩
へ
と
心
構
え
の
あ
る
人
は
、

わ
れ
わ
れ
の
な
か
で
は
極
く
極
く
少
数
で
し
か
な
か
ろ
う
し
、
こ
の
人
々
は
熱
狂
的
な
郷
民
芸
術
愛
好
家
に
よ
っ
て
す
ら
、
善
い
の
か

悪
い
の
か
私
は
決
め
た
く
な
い
が
、
愚
か
者
と
断
言
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
家
内
仕
事
が
も
は
や
生
命
を
保
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
同
じ
こ
と
が
郷
民
芸
術
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
家
内
仕
事

は
す
で
に
克
服
さ
れ
た
経
済
的
段
階
で
あ
り
、
な
る
ほ
ど
最
高
度
の
関
心
に
値
す
る
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
段
階
の
一
般
的
文
化

水
準
に
ま
で
は
も
は
や
戻
り
た
く
な
か
ろ
う
が
、
同
じ
く
郷
民
芸
術
も
人
間
の
芸
術
創
造
活
動
の
す
で
に
克
服
さ
れ
た
段
階
で
あ
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
的
見
地
に
は
魅
力
あ
り
教
え
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
あ
ら
ゆ
る
真
の
芸
術
に
覚
え
る
喜
び
を
も
味
わ
え
る
も
の
の
、

し
か
し
、
ご
く
最
近
ま
で
郷
民
芸
術
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
例
の
、
現
代
の
芸
術
創
造
活
動
に
役
立
つ
と
の
行
過
ぎ
た
評
価
に
は
、
さ
ら

さ
ら
何
の
理
由
も
な
い
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
郷
民
芸
術
も
お
の
れ
の
歴
史
的
（historisch

）
な
義
務
と
責
任
は
す
で
に
何
百
年
も
前
に
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果
し
て
い
た
し
、
今
日
で
は
一
時
的
流モ

ー
ド行
以
上
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
残
存
地
わ
ず
か
な
郷
民

芸
術
に
工
夫
し
て
生
命
を
吹
込
み
た
い
、
な
ど
と
は
到
底
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ま
ざ
ま
ざ
と
映
る
郷
民
芸

術
枯
死
の
過
程
を
目
に
し
て
生
じ
る
の
は
、
否
応
な
し
の
義
務
感
―
―
も
は
や
郷
民
芸
術
の
生な

ま

の
創
造
活
動
の
証
人
と
な
れ
る
ほ
ど
幸

運
で
あ
る
ま
い
後
代
の
人
々
を
思
っ
て
の
義
務
感
で
あ
る
。
義
務
遂
行
に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
全
然
と
言
え
る
ほ
ど
何
も
行
わ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
の
義
務
の
重
要
性
と
緊
急
性
を
全
面
的
に
証
明
す
る
こ
と
、
以
下
こ
れ
を
結
論
部
の
対
象
と
定
め
、
こ
う
し
て
私
は
、
こ

の
小
冊
子
公
刊
で
立
て
た
第
二
の
目
的
を
果
し
た
く
思
う
。
当
然
そ
の
際
、
す
で
に
序
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
に
お
け
る
事
情
を
、し
か
も
個
々
の
特
殊
例
と
し
て
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
半
分
の
事
情
に
注
目
し
て
き
た
が
、

こ
れ
こ
そ
が
私
の
職
務
に
よ
っ
て
、
最
も
身
近
に
私
自
身
の
観
察
が
で
き
専
門
的
研
究
を
行
え
る
事
情
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
一
方
で
、
わ
れ
わ
れ
現
代
や
未
来
の
芸
術
創
造
活
動
を
実
り
多
き
新
た
な
軌
道
に
載
せ
る
、
な
ど
と
素
晴
し
い
力
を
与

え
て
、
郷
民
芸
術
の
意
義
を
ひ
ど
く
過
大
に
評
価
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
郷
民
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Erscheinung

﹇en

﹈）
を
文
献

0

0

0

（literarisch

）
と
し
て

0

0

0

、ま
た
器
具
の
工
夫

0

0

0

0

0

0

0

（artistisch

）
で
永
久
的
に
記
録
す
る
狙
い
は
何
ひ
と
つ
と
し
て
よ
い
ほ
ど
果
さ
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

み
ご
と
な
個
々
の
局
所
的
例
外
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
よ
り
重
要
度
が
大
き
く
、
わ
れ
ら
が
時
代
の
活
動
能
力
の
高
み
に
立
つ
公

刊
物
は
探
し
て
も
無
駄
で
あ
ろ
う
。
芸
術
史
や
文
化
史
の
諸
他
ま
こ
と
に
多
く
の
領
域
で
は
い
か
に
も
素
速
い
活
動
が
見
え
る
の
に
、

郷
民
芸
術
の
こ
と
と
な
れ
ば
い
つ
も
の
投
げ
や
り
の
停
滞
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
郷
民
芸
術
は
家
内
工
業
の
道
で
永
久
に
生
命

が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
錯
覚
に
誰
も
が
囚
わ
れ
た
ま
ま
、
と
で
も
し
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
説
明
が
な
る
ま
い
。
あ
れ
こ
れ
郷
民
芸
術

生
残
り
の
姿
を
固
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
急
を
要
す
る
と
は
見
え
な
か
っ
た
―
―
こ
う
し
た
こ
と
に
は
す
で
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

や
ガ
リ
チ
ア
そ
の
ほ
か
の
差
迫
っ
た
地
点
に
設
立
さ
れ
た
家
内
工
業
学
校
の
類
が
世
話
し
て
い
る
で
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
思
え
ば
、

表
れ
出
た
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
狂マ

ニ
ー気
と
ま
で
は
言
わ
ず
と
も
精
神
的
傾
向
に
よ
っ
て
、
気
持
は
完
全
に
強
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
傾
向
の
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こ
と
は
別
な
る
連
関
内
で
、さ
き
ほ
ど（
三
三
頁
）す
で
に
強
調
す
る
機
会
を
得
た
。
今
日
で
は
、芸
術
こ
と
に
い
わ
ゆ
る
工
芸（technische 

K
unst

）
の
記
念
業
績
（D

enkm
al 

文
化
財
）
を
語
る
公
刊
書
は
、
い
ず
れ
も
実
務
目
的
と
結
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0

0

0

0

0

0

0

0

（m
üssen

）
と
信

じ
ら
れ
て
い
る
―
―
工
業
と
か
輸
出
貿
易
、
等
々
の
道
を
回
り
、
最
後
に
は
国
民
的
福
祉
の
増
大
と
し
て
摑
め
る
金
銭
（
グ
ル
デ
ン
や

マ
ル
ク
）
な
る
表
現
に
ま
で
達
せ
よ
、
と
す
る
目
的
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
、
も
し
現
代
工
業
に
と
っ
て
の
価
値
あ
る
肥

料
と
見
る
こ
と
が
今
日
ま
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
郷
民
芸
術
は
、
広
汎
な
人
々
の
熱
い
注
目
を
早
く
に
失
う
ど
こ
ろ
か
、
多
分
一
度
と

し
て
然
る
べ
き
程
度
の
注
目
す
ら
届
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
も
信
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
起
り
得
た
の
が
、
郷
民
芸
術

を
ひ
と
り
こ
れ
だ
け
取
上
げ
る
の
は
不
十
分
で
時
代
の
流
れ
に
逆
行
す
る
と
見
て
、
む
し
ろ
、
わ
が
東
部
地
方
の
現
代
的
「
家
内
工
業
」

全
体
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
改
良
し
て
公
開
す
る
対
象
と
為
す
た
め
に
、時
間
も
手
段
も
楽
々
と
見
出
せ
る
瞬
間
を
待
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
真
正
な
家
内
工
業
に
よ
る
伝
統
的
郷
民
芸
術
の
救
済
お
よ
び
保
持
は
期
待
で
き
な
い
こ
と

0

0

0

0

0

0

を
、
さ
き
ほ
ど
私
の
詳
論

が
十
分
に
証
明
し
た
。
こ
の
事
態
を
眼
前
に
隈
な
く
明
示
す
る
こ
と
は
厳
然
た
る
義
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
く
今
後
も
ど
う
で
も
よ
い
と
何
も
せ
ず
に
放
置
す
れ
ば
、
郷
民
芸
術
の
最
終
航
跡
ま
で
も
が
徐
々
に
跡
形
な
く
消
え
て
忘
れ

去
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
と
り
わ
け
必
要
な
の
は
、
差
迫
っ
て
い
る
損
失
の
大
き
さ
と
影
響
範
囲
を
完
全
に
見
極
め
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を
目
指
す
短
い
説
明
が
ど
う
し
て
も
こ
の
場
で
要
る
と
考
え
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
議
論
が
全
部
、
も
と
も
と
は
た
だ

郷
民
芸
術
の
意
義
を
狭
め
て
価
値
を
削
る
こ
と
だ
け
が
目
的
、
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
さ
き
の
私
に
大
事
で
あ
っ
た
の
は
、

郷
民
芸
術
の
価
値
を
見
か
け
で
し
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
切
詰
め
論
じ
返
し
て
、
例
の
命
取
り
の
見
方
、
郷
民
芸
術
枯
死
の
過
程
に
は
投

げ
や
り
の
無
頓
着
を
究
極
ま
で
貫
い
て
、
つ
い
に
郷
民
芸
術
の
跡
形
な
い
消
失
を
呼
ぶ
見
方
を
片
付
け
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か

し
郷
民
芸
術
に
は
、
最
後
の
生
残
り
に
立
入
っ
て
の
愛
情
籠
る
調
査
を
あ
く
ま
で
善
し
と
さ
せ
る
長
所
も
記
録
伝
承
に
値
す
る
独
自
性
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も
十
分
に
あ
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
長
所
や
独
自
性
の
横
た
わ
る
と
こ
ろ
は
、こ
れ
ま
で
主
に
探
し
て
き
た
の
と
は
別
の
側
面
に
あ
る
。

　

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
郷
民
の
文
化
的
過
去
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
描
く
に
は
、
郷
民
芸
術
の
生
残
り
に
計
り
知
れ
な
い
価
値
が
あ
る
。
こ
う
し

た
郷
民
が
こ
れ
ま
で
そ
も
そ
も
歴
史
を
作
る
こ
と
の
い
か
に
少
か
っ
た
か
、
さ
き
ほ
ど
指
摘
し
た
。
前
世
紀
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
に
至

る
ま
で
普
遍
史
（U

niversalgeschichte 

万
国
史
）
の
叙
述
で
皆
の
注
意
を
喚
起
で
き
る
頁ペ

ー
ジ
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
う
し
た
郷
民
が
最

近
ま
で
送
っ
て
き
た
の
は
歴
史
の
な
い
ス
キ
タ
イ
族
の
暮
し
（D
asein 

定
在
）
で
あ
り
、
今
日
は
昨
日
と
同
じ
く
、
家
内
の
雑
務
で
動

き
回
る
狭
い
範
囲
で
人
間
の
、
つ
ま
り
土
地
を
耕
す
大
多
数
住
民
の
生
活
全
体
は
ほ
ぼ
尽
き
る
、
と
い
う
暮
し
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

例
え
ば
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
な
ら
ば
、
帰
属
国
籍
は
ま
だ
精
確
に
規
定
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
く
と
も
、
出
土
品
に
も
と
づ
い
て
何
が
し

か
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
民
族
の
文
化
段
階
、
生
活
や
創
造
活
動
に
つ
い
て
の
図
像
は
思
描
け
る
よ
う
に
、
郷
民
芸
術
生
残
り
の
品
々
は
い
ず
れ

も
、
以
前
の
素
朴
な
芸
術
創
造
活
動
の
証
拠
と
し
て
定
か
な
言
葉
を
語
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
証
拠
を
ま
ず
は
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
群
に

集
め
、
練
達
の
眼
に
は
略
図
と
し
て
近
付
け
る
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
個
々
の
郷
民
種
族
に
つ
い
て
は
各
自
の
過
去
の
忠
実

な
鏡
像
が
成
り
、
あ
る
程
度
ま
で
は
関
係
記
録
文
書
の
不
足
を
乗
越
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
今
日
な
お
比
較
的
少
か
ら

ず
恵
ま
れ
た
状
態
に
あ
っ
て
、
以
前
の
郷
民
芸
術
の
遺
例
を
た
だ
伝
聞
で
し
か
知
ら
な
い
の
で
な
く
、
現
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か

り
か
、
実
例
を
生
々
し
く
創
造
し
て
い
る
有
様
を
も
調
査
し
つ
つ
、
こ
の
と
き
耳
を
澄
ま
せ
て
郷
民
魂
（V

olksseele

）
の
活
動
を
聴
く

こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
な
お
現
存
す
る
生
残
り
の
郷
民
芸
術
を
、
考
え
ら
れ
る
限
り
精
確
に
、
ま
た
確
固
た
る
学
問
的
体
系
の
も
と
に

収
集
し
て
、
最
終
決
着
の
包
括
的
公
刊
物
と
い
う
手
段
で
後
代
の
人
々
に
引
渡
す
こ
と
は
、
何
よ
り
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
果
す
べ
き
、

お
の
れ
自
身
に
対
す
る
義
務
で
あ
り
、
お
の
れ
の
王
国
の
人
々
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
術
研
究
は
、
ま
さ
し
く

こ
の
何
十
年
か
、
異
国
の
あ
れ
こ
れ
の
地
方
で
何
度
も
繰
返
し
て
は
活
動
し
成
果
を
挙
げ
て
き
た
し
、
こ
の
学
術
研
究
が
主
導
的
立
場
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か
ら
生
じ
る
責
任
、
偉
大
な
国
民
と
国
体
に
対
す
る
責
任
を
忘
れ
ず
に
、
帝
国
国
境
外
で
も
近
代
文
化
民
族
の
勤
勉
に
し
て
栄
光
あ
る

研
究
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
的
実
力
の
重
さ
お
よ
び
教
養
・
学
識
の
位
置
の
高
さ
に
相
応
し
い
。

だ
が
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
眼
差
を
国
内
土
着
の

0

0

0

0

0

芸
術
的
財
宝
に
向
け
て
も
大
き
く
要
求
し
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
―
―
身
を
守
る
何
千
年
も
の

瓦
礫
に
覆
わ
れ
て
土
中
に
眠
っ
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
一
部
は
な
お
も
作
り
続
け
る
地
方
民
の
手
で
表
に
出
て
、
一
部

は
長
持
や
ら
櫃
の
な
か
に
横
た
わ
り
、
毎
日
用
い
る
こ
と
で
巨
大
な
石
壁
や
大
理
石
像
よ
り
も
む
し
ろ
早
目
に
使
い
古
し
と
な
っ
て
消

え
失
せ
る
で
あ
ろ
う
財
宝
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
帝
国
を
芸
術
的
関
係
で
も
オ
リ
エ
ン
ト

0

0

0

0

0

の
門
に
お
け
る
物
見
櫓
、
南
東
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
問
的
先
駆
と
認
め
る
捺
印
は
当
然
の
こ
と
と
さ
せ
る
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
理
的
政
治
的
位
置

が
正
し
く
も
指
摘
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
面
の
事
柄
は
こ
れ
も
劣
ら
ず
、
こ
の
帝
国
に
属
す
る
者
が
お
の
れ
の
大
地
で
、
詳
し
く
言
え
ば
、

何
千
も
の
関
係
で
オ
リ
エ
ン
ト
へ
導
き
、オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
光
を
受
け
て
は
逆
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
文
化
事
情
を
明
る
く
照
し
て
も
い
る
、

あ
れ
こ
れ
の
地
域
で
解
決
す
べ
き
、
例
の
オ
リ
エ
ン
ト
問
題
（orientalische Frage

）
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
自
分
自
身
に
ば
か
り
か
国
際
的
な
る
学
問
に
対
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は
国
内
土
着
の
郷
民
芸
術
の
決
定
的

研
究
お
よ
び
価
値
あ
る
編
集
作
業
と
い
う
責
任
を
負
う
て
い
る
。
民
族
学
的
研
究
に
と
っ
て
肥
沃
な
地
と
し
て
は
世
界
の
い
か
な
る
地

方
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
敵
わ
な
い
。
異

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ク
郷
な
る
地
の
未
開
人
を
私
は
全
く
無
視
す
る
が
、
こ
の
人
々
の
手
先
の
器
用
さ

の
所
産
と
し
て
出
さ
れ
る
類
の
文
化
は
、
人
々
の
芸
術
創
造
活
動
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
直
観
を
測
定
し
た
り
修
正
し
た
り
す
る
た

め
に
一
段
と
深
い
眼
差
で
民
族
魂
に
迫
る
に
は
、
手
掛
り
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
欠
け
て
い
る
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
も
す
で
に
、
絶
対

に
満
足
が
ゆ
く
ほ
ど
明
瞭
に
は
決
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
ほ
ど
に
恵
ま
れ
た
状
態
や
組
成
を
も
つ
境
遇
は
、
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い
。

　

西
方
お
よ
び
南
方
の
ロ
マ
ン
﹇
ス
﹈
諸
国
で
は
、
完
全
に
消
滅
し
て
は
い
な
く
と
も
今
日
や
は
り
郷
民
芸
術
は
、
見
定
め
る
の
が
難
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し
い
生
残
り
と
し
て
し
か
現
存
し
な
い
。
ド
イ
ツ
の
ア
ル
プ
ス
諸
地
方
に
お
い
て
す
ら
、
国
際
的
流モ

ー
ド行
何
百
年
も
の
影
響
で
瘡か

さ

蓋ぶ
た

化
せ

る
外
皮
か
ら
、
古
い
家
内
仕
事
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

の
点
々
と
し
か
見
出
せ
な
い
核
心
を
取
出
す
の
に
苦
労
す
る
。
同
じ
用
心
は
、
広
い
ド
イ

ツ
帝
国
内
の
ど
こ
か
古
め
か
し
く
見
え
る
も
の
の
外
見
に
も
必
要
と
な
る
。
反
対
に
東
方
の
果
て
を
向
け
ば
、
ロ
シ
ア
で
は
部
分
的
に

依
然
ま
こ
と
に
原
始
的
な
諸
関
係
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
極
め
て
興
味
深
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
国
際
的
芸
術
と
の
接
触
が
さ
ほ

ど
明
確
に
追
跡
で
き
な
い
ゆ
え
に
、
正
し
い
歴
史
的
考
察
が
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
南
東
と
な
れ
ば
バ
ル
カ
ン
半
島
で
、
確
か
に
太

古
の
文
化
土
壌
を
扱
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
中
世
、
ま
し
て
や
オ
ス
マ
ン
の
統
治
下
に
、
経
済
で
も
芸
術
で
も
性
質
に
一
種
の

退
行
が
貫
か
れ
て
、
諸
関
係
は
多
種
多
様
に
錯
雑
と
な
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
郷
民
芸
術
に
在
る
も
の
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
包

蔵
す
る
多
様
性
に
出
合
え
る
の
は
、
た
だ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
地
に
お
い
て
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
東
方
と
西
方
は

こ
こ
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
絶
え
間
な
い
接
触
の
影
響
は
ま
た
芸
術
創
造
活
動
の
無
数
の
特
徴
に
反
映
す
る
。
様
変
り
家
内
仕
事
の
隣
り

に
原
始
的
家
内
仕
事
は
残
り
、
輸
入
手
仕
事
と
並
ぶ
賃
金
仕
事
が
、
家
内
工
業
と
並
ぶ
行
商
が
見
え
る
。
飾
り
の
形
体
の
宝
庫
が
包
蔵

す
る
の
は
、
永
遠
な
る
幾
何
学
的
線
文
様
の
組
合
せ
か
ら
人
間
や
動
物
の
形
姿
再
現
像
に
ま
で
至
る
広
大
な
装
飾
文
様
の
王
国
全
体
で

あ
る
。
北
方
の
青
々
と
冴
え
る
色
が
南
方
の
濃
厚
で
暖
い
色
の
傍
ら
に
登
場
す
る
。
こ
う
し
て
咲
誇
る
多
様
性
か
ら
、
各
箇
そ
れ
ぞ
れ

の
外
観
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
地
理
学
的
位
置
や
文
化
史
的
位
置
や
芸
術
史
的
位
置
を
振
当
て
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
た
だ
深
い
眼

差
と
一
切
を
包
括
す
る
実
見
と
に
よ
っ
て
研
澄
ま
さ
れ
た
探ゾ

ン

デ
査
子
だ
け
で
あ
る
。
す
で
に
ま
こ
と
に
多
く
偉
大
で
永
続
す
る
も
の
を
国

際
的
学
問
増
大
に
寄
与
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
こ
の
件
で
は
、
ま
だ
条
件
の
現
存
す
る
限
り
で
一
度
お
の
れ
の
家
内
を
整
頓
し

て
、
切
迫
し
て
も
い
れ
ば
根
本
的
に
重
要
で
も
あ
る
問
題
を
解
決
に
導
く
義
務
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
論
述
で
私
は
、
郷
民
芸
術
あ
れ
こ
れ
の
姿
と
、
よ
り
よ
く
言
え
ば
郷
民
芸
術
の
収
集
お
よ
び
決
定
的
記
録
と
結
付
け
て

よ
い
価
値
の
、
全
般
的
な
説
明
を
試
み
た
。
列
挙
し
た
価
値
は
す
べ
て
、
た
だ
骨
董
的
価
値
（A

ffektionsw
ert 

好
事
家
の
道
楽
価
値
）
だ
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け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
恐
ら
く
、
現
代
的
営コ

マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム

利
本
位
と
い
う
意
味
で
完
全
に
通
用
さ
せ
た
い
な
ら
ば
、
精
神
的
価
値
で
も
同
時
に

こ
れ
が
貸
借
勘
定
と
か
売
上
高
、
等
々
の
経
済
的
公
式
内
に
納
ま
る
と
き
で
し
か
な
い
、
と
思
う
人
々
の
目
に
、
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て

い
る
事
柄
は
説
得
力
を
害
う
で
あ
ろ
う
。
今
日
こ
と
に
芸
術
を
内
容
と
す
る
出
版
物
で
は
い
ず
れ
に
も
、
好
み
と
し
て
は
工
業
へ
の
刺

戟
剤
や
手
本
や
雛
型
が
見
た
い
と
望
ま
れ
る
。
古
い
郷
民
芸
術
の
生
残
り
に
は
現
代
の
創
造
活
動
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
多
産
な
萌
芽

が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
仮
定
は
大
体
の
と
こ
ろ
宜
し
い
限
り
で
、
国
内
土
着
の
生
残
り
郷
民
芸
術
を
扱
う
要
事
の
吟
味
を
徹
底
せ
る
出

版
物
は
、
疑
い
な
く
工
業
に
、
お
考
え
の
仕
方
で
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
郷
民
芸
術
の
学
問
的
収
集
お
よ
び
編
集
作
業
に
即
刻
着

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
差
迫
っ
た
必
然
性
を
裏
付
け
よ
う
と
し
て
、
工
業
に
と
っ
て
の
効
用
に
訴
え
る
こ
と
は
、
私
の
考
え
で
は
全

然
も
は
や
必
要
と
さ
せ
て
な
る
ま
い
。
出
版
物
の
計
画
な
ら
ば
、
お
好
み
の
実
利
主
義
の
立
場
は
ど
こ
に
も
見
え
ず
、
実
は
わ
れ
ら
が

郷
民
の
過
去
を
思
う
敬
虔
の
記
念
に
し
て
国
際
的
な
る
学
問
へ
の
褒
状
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
た
く
な
い
と
願
う
と
き
に
だ
け
、
わ
れ

わ
れ
同
時
代
人
に
と
っ
て
の
道
義
的
意
義
や
教
育
的
価
値
を
獲
得
で
き
る
計
画
と
な
ろ
う
。
だ
が
郷
民
芸
術
自
体
も
（
精
し
く
見
れ
ば
）

も
は
や
往
昔
の
ご
と
く
養
分
あ
る
財
で
な
い
と
し
て
も
、
い
ま
は
代
っ
て
一
段
と
高
次
位
階
の
財
と
な
り
、
宗
教
や
国
民
性
と
は
人
の

心
に
座
を
占
め
、
持
つ
こ
と
に
縋
っ
て
人
は
道
徳
的
元
気
を
取
戻
せ
る
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た
宗
教
や
国
民
性
の
感
情
と
等
し
い
何
か

不
可
秤
量
（im

ponderabil

）
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
日
々
こ
の
財
か
ら
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
何
か
が
欠
け
落
ち
て
、
西
方
文
化
の
高
潮
の

砕
け
る
波
に
跡
形
も
な
く
消
え
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
、
い
ま
も
永
ら
え
て
い
る
生
残
り
は
ま
す
ま
す
高
価
に
な
る
の
で
あ
り
、
い
ま
だ

現
存
す
る
も
の
も
ま
た
、
土
台
強
固
な
堂
々
た
る
記
念
碑
に
よ
っ
て
思
出
が
永
続
的
に
保
持
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
消
え
な
い
よ

う
に
と
用
心
す
る
こ
と
は
真
に
愛
国
的
な
義
務
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
点
で
は
今
し
が
た
先
輩
た
ち
が
す
で
に
多
く
の
過
ち
を

犯
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
負
担
軽
減
に
は
決
し
て
役
立
た
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
人
々
に
欠
け
て
い
た
こ
と
、
つ

ま
り
怠
惰
を
犯
し
て
い
る
と
の
認
識
、
こ
れ
こ
そ
が
行
動
へ
の
義
務
を
わ
れ
わ
れ
に
課
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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さ
き
ほ
ど
（
本
考
四
四
頁
）
す
で
に
認
め
た
ご
と
く
、
こ
の
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
は
郷
民
芸
術
現
存
の
生
残
り
を
個
々
の
点
で
、
ま

た
一
定
の
枠
内
で
見
据
え
た
い
と
の
歩
み
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ま
で
の
公
刊

書
の
幾
つ
か
に
は
、
あ
れ
こ
れ
の
事
柄
を
全
般
的
に
初
め
て
目
に
留
め
た
と
か
、
褪あ

せ
な
い
よ
う
に
保
持
し
て
い
る
だ
け
の
書
よ
り
も
、

永
続
的
な
価
値
が
あ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
郷
民
芸
術
の
全
く
小
さ
な
領
域
に
つ
い
て
す
ら
完
全
に
満
足
で
き
る
専
門
的
論
考

は
今
日
ま
で
提
出
さ
れ
て
い
な
い
し
、
包
括
的
編
集
作
業
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ひ
と
つ
の
有
様
が
あ
れ
こ
れ
の
地
方
、
あ
れ
こ
れ
の

地
区
で
見
出
さ
れ
る
、
と
語
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
し
く
十
分
で
な
い
。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
の
家
そ
の
も
の
を
捜
し
訪

ね
て
、
作
業
中
の
手
を
見
守
り
、
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

の
経
済
的
種
類
を
調
べ
、
制
作
の
さ
い
顧
慮
さ
れ
る
因
子
を
こ
と
ご
と
く
、
原
材
料
か

ら
出
来
上
り
の
品
と
使
い
方
に
至
る
ま
で
、
丹
念
に
記
録
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
察
に
値
す
る
こ
と
が
何
ひ
と
つ
見
逃
せ
な
い
事
柄
に

役
立
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
学
問
的
方
法
論
の
修
練
を
積
ん
で
芸
術
史
の
広
い
教
養
を
具
え
て
い
る
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

は
地
方
や
住
民
に
つ
い
て
の
各
自
の
専
門
的
知
見
に
も
と
づ
い
て
作
業
す
る
に
せ
よ
、
や
は
り
全
員
が
、
残
ら
ず
一
元
的
計
画
に
従
い
、

こ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の
材
料
が
基
礎
な
ら
ば
最
後
は
諸
々
の
見
方
の
最
終
的
解
明
に
到
達
で
き
る
で
あ
ろ
う
ほ
ど
に
、
全
面
的
堅
牢

性
が
具
わ
っ
て
均
質
に
整
え
ら
れ
た
材
料
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
孤
立
し
て
計
画
無
し
に
で
な
く
、
大
方

は
準
備
も
な
い
不
均
等
な
諸
力
に
よ
っ
て
で
な
く
、
ひ
と
つ
に
纏
ま
る
学
問
的
根
本
命
題
に
従
っ
て
、
わ
れ
ら
が
研
究
を
代
表
す
る
最

上
の
人
々
と
も
ど
も
、
最
大
課
題
の
成
就
へ
と
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
事
例
で
、
あ
く
ま
で
格
別
の
注
意
を
向
け
る
べ
き
と
こ
ろ
は
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

（Produktion 

生
産
活
動
）
そ
の
つ
ど
の
経
済
的

性
格
で
あ
る
。
全
般
的
に
は
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
が
郷
民
芸
術
の
産
物
と
決
め
る
の
は
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）
で
あ
り
、
家
内
仕
事

が
現
存
す
れ
ば
大
抵
は
無
造
作
に
宜
し
い
と
な
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
す
ら
監
査
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
随

伴
事
情
を
も
精
確
に
吟
味
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
い
か
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
個
々
の
企
業
家
に
よ
っ
て
品
々
が
ま
さ
し
く
工
場
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式
に
作
ら
れ
て
い
た
か
、
と
こ
こ
に
示
唆
す
る
だ
け
だ
が
、
し
か
し
奴
隷
は
い
て
も
他
の
点
で
は
完
全
に
閉
じ
ら
れ
た
経
営
内
で
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
生
産
活
動
は
依
然
と
し
て
家
内
仕
事
な
る
概
念
の
も
と
に
包
摂
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方
、
賃
金
仕

事
（Lohnw

erk

）
は
な
お
多
く
の
ば
あ
い
芸
術
的
関
係
で
は
郷
民
芸
術
の
性
格
を
保
持
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
さ
に
こ
う
し
た

事
例
に
出
合
う
こ
と
も
、
わ
れ
ら
が
東
方
の
諸
州
で
は
珍
し
く
な
い
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
専
門
的
（spezialisiert

）
家
内
仕
事
に
も

注
目
す
べ
き
で
、
今
日
こ
れ
は
手
仕
事
（H

andw
erk

）
と
し
て
で
な
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
家
内
工
業
（H

ausindustrie

）
と
し
て
世
に

出
て
い
る
。
例
え
ば
、
特
定
の
場
所
で
営
ま
れ
て
、
製
品
は
周
辺
で
広
く
買
求
め
ら
れ
消
費
さ
れ
る
製
陶
業
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
よ
う
な
姿
は
歴
史
的（historisch

）に
は
手
仕
事
で
も
家
内
工
業
で
も
な
く
、製
陶
業
な
ら
ば
も
の
づ
く
り

0

0

0

0

0

は（
良

質
の
陶
土
な
る
）
原
材
料
が
埋
も
れ
て
い
る
土
地
次
第
と
い
う
こ
と
で
、
必
然
的
に
家
内
仕
事
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
て
き
た
。
個
々

の
外
観
の
判
定
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
も
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
関
係
は
、
ご
く
稀
な
事
例
で
し
か
完
全
に
明
瞭
と
は
な
ら
な
い
。
大
方

の
ば
あ
い
、
幾
つ
も
後
で
付
加
わ
っ
た
も
の
か
ら
入
念
に
比
較
考
量
し
つ
つ
郷
民
芸
術
ら
し
き
も
の
を
切
離
す
こ
と
が
不
可
避
で
あ
ろ

う
し
、
こ
の
難
し
さ
か
ら
だ
け
で
も
す
で
に
、
一
定
の
方
法
あ
る
厳
密
に
学
問
的
な
る
処
理
へ
の
要
請
が
生
じ
て
く
る
の
は
、
そ
の
よ

う
な
処
理
に
し
か
、
勝
手
気
儘
を
退
け
る
こ
と
、
過
ち
を
犯
し
た
と
き
で
す
ら
大
抵
は
同
時
に
後
日
修
正
の
可
能
性
を
留
保
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
係
で
の
最
大
の
困
難
は
、
ア
ル
プ
ス
諸
地
方
に
お
け
る
郷
民
芸
術
の
編
集
作
業
に
生
じ
、
つ
ぎ
に

は
ボ
ヘ
ミ
ア
﹇Böhm
en 

チ
ェ
コ
西
部
地
方
﹈
に
お
け
る
同
じ
作
業
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
わ
ず
か
な
示
唆
で
す
で
に
、
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
途
方
も
な
い
仕
事
で
あ
る
と
示
す
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
―
―
成
就
す
る
に

は
無
数
の
諸
力
が
発
動
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
純
化
さ
れ
た
学
問
的
根
本
命
題
を
遵
守
し
つ
つ
現
代

の
複
製
技
術
の
完
全
至
極
な
手
段
の
駆
使
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
事
を
仕
上
げ
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
、
こ
う
し
て
一

箇
の
記
念
業
績
（D

enkm
al

）
が
建
立
さ
れ
、
こ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
帝
国
そ
の
も
の
に
は
恒
久
の
名
声
の
た
め
に
仕
え
、
帝
国
の
郷
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民
に
は
各
自
の
芸
術
的
過
去
の
永
遠
な
る
記
憶
の
た
め
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
記
念
碑
的
（m

onum
ental

）

性
格
を
も
つ
企
画
は
、
下
か
ら
で
な
く
、
見
晴
し
の
利
く
高
い
中
心
点
に
立
っ
て
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書

の
警
告
の
向
け
ら
れ
て
い
る
先
は
、
わ
け
て
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
部
行
政
機
関
で
あ
っ
て
、
当
機
関
現
在
の
、
創
造
の
歓
び
に
溢
れ
る

啓
発
的
な
代
表
者
た
ち
に
力
強
く
実
効
あ
る
主
導
権
を
期
待
す
る
の
は
尤
も
な
こ
と
と
認
め
ら
れ
よ
う
。期
待
が
叶
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
の
と
き
、
こ
の
仕
事
に
は
支
持
す
る
人
々
が
欠
け
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
れ
は
、
こ
の
仕
事
の
崇
高
な
目
標
が
保
証
し
、
こ
こ
に

参
加
す
る
郷
民
の
愛
国
心
が
同
じ
く
保
証
し
て
い
る
。

﹇
三
―
了
﹈
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目　

次

　

序

　

一
、
家
内
仕
事
と
郷
民
芸
術
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
と
相
互
関
係

　

二
、
奴
隷
制
度
お
よ
び
国
体
形
成
の
出
現

　
　
　
　

経
済
領
域
で
の
結
果
―
―
家
内
仕
事
の
陰
り
と
賃
金
仕
事
へ
の
高
ま
り

　
　
　
　

造
形
芸
術
の
領
域
で
の
結
果
―
―
い
わ
ゆ
る
「
高
等
芸
術
」
お
よ
び
国
際
的
芸
術
流
行
の
出
現

　
　
　

郷
民
芸
術
と
国
際
的
芸
術
と
の
関
係
重
視
の
立
場
で
、
全
般
的
芸
術
史
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
経
過
の
観
察

　
　
　

家
内
仕
事
お
よ
び
郷
民
芸
術
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
に
生
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
う
し
た
有
様
の
根
拠

　
　
　

右
の
ご
と
き
生
残
り
の
例
と
し
て
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
人

　

三
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
が
郷
民
芸
術
に
寄
せ
て
き
た
芸
術
的
関
心
お
よ
び
経
済
的
関
心
の
根
拠

　
　
　

「
国
民
的
家
内
工
業
」
と
本
来
の
家
内
工
業

　
　
　

「
国
民
的
家
内
工
業
」
と
一
緒
に
郷
民
芸
術
あ
れ
こ
れ
の
形
体
を
純
潔
生
鮮
に
保
つ
の
は
不
可
能
な
こ
と
の
証
明

　
　
　

郷
民
芸
術
の
真
の
意
義
、
そ
し
て
厳
密
に
学
問
的
で
統
一
的
な
収
集
＝
編
集
の
原
理
に
も
と
づ
い
て
、
郷
民
芸
術
の
生
残
り
を

　
　
　

文
献
面
＝
技
術
面
で
最
終
的
に
固
定
化
す
る
作
業
に
、
も
は
や
延
期
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
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あ
と
が
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ラ
ッ
セ
ム
（M

oham
m
ed Rassem

, 1922-2000

）

　

一
八
九
四
年
に
本
考
公
刊
の
と
き
リ
ー
グ
ル
（A

lois Riegl, 1848-1905

）
は
ま
だ
ウ
ィ
ー
ン
大
学
芸
術
史
教
授
で
な
く
、「
芸
術
お
よ

び
工
業
の
た
め
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
室
博
物
館
（K

aiserlich- K
önigliches Ö

sterreichischen M
useum

 für K
unst und Industrie

）」
の
学

芸
員
（M

itarbeiter
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
織
布
収
集
部
門
の
担
当
で
あ
っ
た
。
こ
の
管
轄
は
リ
ー
グ
ル
を
遠
大
な
装
飾
文
様
史
の
研

究
ば
か
り
か
、
織
布
生
産
の
技
術
的
条
件
・
社
会
的
条
件
の
理
論
へ
も
向
わ
せ
た
。

　

例
え
ば
リ
ー
グ
ル
は
、
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
何
百
年
も
昔
か
ら
絨
毯
は
み
ず
か
ら
作
り
は
せ
ず
に
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
仕
入
れ
た
の

か
、
と
疑
問
を
立
て
た
。
リ
ー
グ
ル
の
見
た
根
拠
は
、
一
方
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の
単
純
な
平
面
装
飾
文
様
の
後
退
と
、
も
は
や
粗

目
平
織
り
や
添
毛
手
結
び
で
は
作
り
得
ず
、
刺
繡
や
「
ゴ
ブ
ラ
ン
織
」
や
絵
画
に
頼
る
の
は
尤
も
な
、
は
る
か
に
自
由
で
、
し
ば
し
ば

絵
の
よ
う
な
図
柄
構
成
へ
の
愛
好
で
あ
る
。
だ
が
他
方
で
は
オ
リ
エ
ン
ト
の
古
め
か
し
い
社
会
構
造
、
す
な
わ
ち
西
方
の
体
制
で
は
労

働
時
間
の
価
格
へ
の
算
入
は
家
内
工
業
で
必
須
の
こ
と
な
の
に
、
こ
れ
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
家
内
工
業
を
西

オ
ク
シ
デ
ン
ト
洋
に
反
し
て
保
持
し
て

き
た
オ
リ
エ
ン
ト
の
社
会
構
造
で
あ
っ
た
。
経
済
史
家
の
ビ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
が
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
波
及
効
果
の
あ
っ
た
）
小
論
群
で
、
大

家
族
の
整
え
る
「
家
内
の
（häuslich

）」
工
業
か
ら
分
業
的
に
展
開
せ
る
工
業
へ
と
進
む
社
会
史
的
で
世
界
史
的
な
順
序
を
構
想
し
た

こ
と
が
、
リ
ー
グ
ル
に
は
都
合
好
か
っ
た
（
本
論
叢
第
百
二
十
七
集
八
一
頁
、
第
百
三
十
集
四
七
頁
）。

　
「
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）」
の
ご
と
き
概
念
は
工
芸
の
専
門
的
文
献
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
た
。
だ
が
明
か
に
リ
ー
グ
ル
は
、
流
れ

去
っ
た
、
あ
る
い
は
た
っ
た
い
ま
去
り
つ
つ
あ
る
時
代
に
割
振
っ
て
、
こ
う
し
た
仕
事
の
生
産
形
式
の
考
察
に
や
や
別
な
る
悲ペ

シ
ミ
ス
ム
ス

観
主
義

的
語
感
を
与
え
た
と
し
て
よ
い
。
絨
毯
の
工
場
製
造
に
つ
い
て
の
輝
か
し
い
論
文
（
一
八
九
〇
年
）
を
閉
じ
る
の
は
、
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
の
操
業
体
制
が
バ
ル
カ
ン
の
（
部
分
的
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
結
ば
れ
る
）
諸
地
方
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
の
オ
リ
エ
ン
ト
に
お
け
る
当
の
工
場

製
造
を
解
体
し
始
め
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
予
測
で
あ
る
。「
最
後
の
中
央
ア
ジ
ア
遊
牧
民
に
と
っ
て
最
後
の
絨
毯
竪
形
手
織
機
が
埋
葬

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
瞬
間
を
リ
ー
グ
ル
は
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
芸
術
お
よ
び
工
業
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
博
物
館
（D

as W
iener M

useum
 für K

unst und Industrie 

今
日
のM

A
K
=M
useum

 für 

A
ngew

andte K
unst 

応
用
芸
術
博
物
館
）」
は
一
方
で
は
、
工
場
経
営
者
や
手
仕
事
職
人
へ
の
手
本
と
考
え
て
、
歴
史
的
遺
品
や
近
年
制

作
品
の
大
収
集
を
所
蔵
し
て
い
た
。
し
か
し
他
方
、
こ
の
博
物
館
に
は
工
芸
学
校
つ
ま
り
一
種
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が
附
設
さ
れ
て
い
て
、

こ
こ
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
全
州
の
た
め
の
専
門
学
校
教
師
を
養
成
し
た
。
芸
術
、
手
仕
事
、
技
術
、
工
業
の
緩
ん

だ
結
付
き
を
堅
く
締
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
文
化
政
策
の
主
要
関
心
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
努
力
の
成
功
や

失
敗
は
、
そ
の
つ
ど
の
大
き
な
博
覧
会
、
ば
か
り
か
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
以
来
は
「
万
国
博
覧
会
」
で
読
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
き
な
批
評
的
文
献
が
成
り
、
議
論
の
的
は
こ
の
種
の
博
覧
展
示
で
あ
り
、
趣
味
や
芸
術
教
育
の
促
進
で
あ
り
、「
芸
術
と
工
業
」
の

経
済
的
側
面
も
こ
こ
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
批
評
的
報
告
や
立
場
表
明
の
潮
流
に
ゼ
ム
パ
ー
や
フ
ァ
ル
ケ
の
ご
と
き
抜
群
の
著
者

た
ち
の
姿
が
浮
ぶ
が
、
同
じ
潮
流
に
リ
ー
グ
ル
一
八
九
四
年
の
本
冊
子
も
納
ま
る
。

　

け
れ
ど
も
こ
の
リ
ー
グ
ル
初
期
の
研
究
は
早
く
も
明
か
に
、
芸
術
の
助
成
か
ら
離
れ
て
純
然
た
る
文
化
財
考
察
へ
移
る
新
種
「
歴
史

主
義
」
へ
の
転
向
を
鮮
明
に
示
し
て
い
た
。
も
は
や
実
用
目
的
の
た
め
に
は
、
す
な
わ
ち
生
産
活
動
に
役
立
つ
手
本
と
し
て
は
、
郷
民

芸
術
を
収
集
さ
せ
な
い
。
む
し
ろ
郷
民
芸
術
は
熟
考
す
る
芸
術
研
究
の
対
象
と
し
た
い
。
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
言
切
っ
た
最
初
の

著
者
の
ひ
と
り
が
リ
ー
グ
ル
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
だ
が
数
年
後
に
は
す
で
に
、
装
い
新
た
な
博
物
館
紀
要
（
一
八
九
八
年
以
来
の
表

題
はK

unst und K
unsthandw

erk

「
芸
術
と
手
仕
事
技
芸
」）
の
ヴ
ィ
ク
ホ
フ
の
綱
領
的
論
文
な
ど
に
、「
芸
術
と
工
業
」
助
成
の
旧
体
制
は
実

際
に
終
了
し
た
こ
と
を
観
取
で
き
る
。
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ど
の
よ
う
な
転
向
に
も
収
益
が
あ
り
損
失
が
あ
る
。
研
究
が
収
め
た
の
は
全
体
と
し
て
の
郷
民
芸
術
へ
の
自
由
な
眼
差
で
あ
る
。
当

時
の
芸
術
学
﹇
美
術
史
﹈
が
失
っ
た
の
は
教
育
方
法
と
芸
術
実
践
（Praxis 

む
し
ろ
正
確
に
は Poiesis 

創
作
）
へ
の
直
接
の
関
与
で
あ
る
。

他
方
で
手
仕
事
工
芸
は
歴
史
的
遺
品
と
の
余
裕
の
間ま

が
な
い
直
面
対
決
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
い
ま
や
よ
う
や
く
独
自
の
様
式
に
辿
着
い

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
業
の
製
品
形
成
の
問
題
は
、
す
で
に
第
一
回
万
国
博
覧
会
の
一
八
五
一
年
に
認
識
さ
れ
て
い
た
通
り
に
、
見

棄
て
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

手
仕
事
工
芸
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
論
議
は
、
あ
の
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
が
『
洗
練
考
（Essay on refinem

ent

）』
で
基
礎
を
据
え

た
十
八
世
紀
以
来
、
決
し
て
途
絶
え
て
い
な
い
。
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
面
前
に
あ
る
薄
い
冊
子
で
リ
ー
グ
ル
は
、
恐
ら
く
右
の
古
く
か
ら

の
論
議
を
十
分
に
知
っ
て
の
こ
と
で
な
く
、
む
し
ろ
置
か
れ
て
い
る
時
代
状
況
か
ら
、
み
ず
か
ら
語
り
出
し
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
リ

ー
グ
ル
の
た
め
に
、
芸
術
的
成
果
の
品
質
に
と
っ
て
経
済
的
社
会
的
構
造
の
意
義
は
何
か
、
と
い
う
古
典
的
問
題
に
、
リ
ー
グ
ル
は
古

典
的
貢
献
を
果
し
た
、
と
主
張
で
き
る
の
で
あ
る
。
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